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藤沢周平記念館 開館10周年
故郷を愛した作家・藤沢周平の作品にふれる

関川しな織センター 

樹
皮
か
ら
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へ
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藤沢周平
本名、小菅留治。昭和２年（1927）、
黄金村大字高坂（現鶴岡市高坂）生
まれ。昭和46年に「溟い海」でオ
ール讀物新人賞、昭和48年に「暗
殺の年輪」で直木賞を受賞。『蟬し
ぐれ』『用心棒日月抄』『三屋清左衛
門残日録』『たそがれ清兵衛』『橋も
のがたり』『海鳴り』『白き瓶』など
数々の名作を残した。吉川英治文学
賞、菊池寛賞などを受賞、平成７年
紫綬褒章受章。平成９年逝去。

〇
問
合
せ　

藤
沢
周
平
記
念
館
☎
29
‐
１
８
８
０■再現書斎　創作・執筆活動の場として使われた自宅書斎を

展示室内に移築・再現。

鶴岡公園

藤沢周平記念館荘内神社
大宝館 市役所本所

旧致道館

◎所在地　　市内馬場町４番６号（鶴岡公園内）
◎入館時間　午前９時～午後４時30分
◎休館日　　水曜日（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始
◎入館料　　大人…320円
　　　　　　高校生・大学生…200円
　　　　　　中学生以下…無料
　　　　　　年間入館券…1,000円

■常設展示　全作品の初版単行本を展示。藤沢
氏の作品世界を分野別に紹介しています。

　

鶴
岡
市
出
身
の
時
代
小
説
家
、
藤
沢
周

平
氏
。
北
国
の
小
藩
「
海う
な
さ
か坂

藩
」
の
下
級

武
士
や
、
江
戸
の
ま
ち
に
暮
ら
す
庶
民
を

主
人
公
と
し
た
作
品
を
数
多
く
執
筆
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
の
作
品
も
端
正
な
文
章
で

心
の
機
微
や
情
景
が
繊
細
に
描
か
れ
、
没

後
20
年
を
過
ぎ
て
も
色
あ
せ
る
こ
と
な
く

読
み
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
市
立
藤
沢
周
平
記
念
館
は
、
藤
沢

氏
を
育
み
、作
品
の
土
壌
と
な
っ
た
鶴
岡
・

庄
内
全
体
を
藤
沢
文
学
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

と
し
て
捉
え
、
作
品
を
豊
か
に
味
わ
い
深

め
る
拠
点
と
し
て
平
成
22
年
４
月
29
日
に

開
館
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
各
地
か
ら
33
万

人
を
超
え
る
藤
沢
フ
ァ
ン
が
記
念
館
を
訪

れ
、
旧
致
道
館
や
内
川
な
ど
作
品
の
面
影

が
感
じ
ら
れ
る
史
跡
や
ゆ
か
り
の
地
を
周

遊
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
館
で
は
、
藤
沢
氏
の
自
筆
原
稿
や

愛
用
品
な
ど
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
創

作
活
動
の
場
と
し
て
数
多
く
の
作
品
を
執

筆
し
た
書
斎
を
移
築
・
再
現
。
藤
沢
氏
の

多
彩
な
作
品
世
界
と
生
涯
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
定
の
作
品
や
テ
ー
マ
に

焦
点
を
当
て
た
企
画
展
、
講
演
会
や
朗
読

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
地
元
高
校
生
と
の
共
同
事
業

「
作
品
題
名
書
道
展
」
や
生
誕
90
年
記
念

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
館
内
で
の
ミ
ニ
朗
読
会
、

展
示
解
説
会
も
行
い
、
参
加
し
た
方
か
ら

は
「
藤
沢
作
品
を
読
み
た
く
な
っ
た
」
と

の
お
声
も
頂
い
て
い
ま
す
。

　

開
館
10
周
年
を
迎
え
る
今
年
、
記
念
館

で
は
特
別
企
画
展
や
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
ほ
か
、
新
た
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
一

筆
箋
を
発
行
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
心
か
ら
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

藤
沢
周
平
記
念
館 

開
館
10
周
年

故
郷
を
愛
し
た
作
家
・
藤
沢
周
平
の
作
品
に
ふ
れ
る

利用案内
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映像で先生のインタビューを見られて感動しました！〈秋田県 30代〉

来館者の声
館内のアンケートに寄せられた来館者の声の一部を紹介します

丁寧で細やかな展示に、満たされた時間を過ごすことができました。一
人でも多くの人に藤沢周平さんを知ってもらいたいと思います。〈高松
市 60代〉

すごく興味が湧いたので、たくさん読みます。ありがとうございました。
〈市内 10代〉

とても見やすく展示されていて良かった。直筆の原稿も藤沢周平の人柄
が表れているようでした。〈京都府 40代〉

■作品題名書道展
　（平成27年度より年１回開催）
鶴岡中央高校書道部が藤沢作品を読み、
題名を揮ごう。若い感性にあふれた書に、
多くの来館者が目を留めています。

■トークショー　作家の娘たち父を語る
　（平成30年９月29日）
藤沢氏生誕90年を記念して、阿川佐和
子氏、檀ふみ氏、遠藤展子氏を招いてト
ークショーを開催しました。

■ 第14回企画展『又蔵の火』の世界
　（平成31年３月29日～９月24日）　
鶴岡で起きたあだ討ちを鮮烈に描いた本
作品。実際に使われ、総穏寺に遺

のこ

された
刀を特別展示しました。

■『藤沢周平 映像の世界』発行
　（平成29年１月５日）
藤沢氏没後20年を記念して、平成28年
まで公開された氏原作の映画・ドラマ作
品を紹介する記念誌を発行しました。 近年の主な事業

開館10周年特別企画

４月３日○金 発売

■オリジナルグッズ一筆箋　２種
来館者の皆様から多く
要望を頂いていた一筆
箋を制作しました。絵
柄は藤沢氏の文庫装丁
画を数多く手掛ける蓬
田やすひろ氏による描
き下ろしです。人気作
品の『蟬しぐれ』『橋
ものがたり』をモチー
フとした２種類があり
ます。

■ 開館10周年特別企画展
『橋ものがたり』の世界
江戸の橋を舞台に人々の出会い
や別れを描いた十篇

ぺん

から成る
『橋ものがたり』。近年、再ドラ
マ化もされた人気作品の魅力に
迫ります。
期間　４月３日○金 ～９月29日○火

■開館10周年記念イベント

『橋ものがたり』
愛蔵版：実業之日本社
文　庫：新潮文庫

く
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
う
れ
し
い
事
で

す
。
館
長
や
職
員
も
十
年
の
間
に
藤
沢
周

平
へ
の
知
識
も
増
え
専
門
的
に
な
り
ま
し

た
。
皆
が
日
々
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
く

れ
た
お
か
げ
で
す
。
父
が
亡
く
な
っ
て
二

十
三
年
、
一
昨
年
母
も
亡
く
な
り
ま
し
た

が
、
残
っ
た
私
達
遺
族
は
記
念
館
と
協
力

し
て
、
今
ま
で
以
上
に
鶴
岡
市
の
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
て
る
様
に
、
一
生
懸
命
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

鶴
岡
市
立
藤
沢
周
平
記
念
館
が
十
周
年

を
む
か
え
ま
し
た
。
十
年
の
間
、
色
々
あ

り
ま
し
た
。

　

今
思
う
の
は
、
地
元
鶴
岡
の
皆
さ
ん
に

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
記
念
館
は
、
運
営
委
員
の
先
生
方
、

致
道
博
物
館
、
荘
内
神
社
、
皆
川
市
長
は

じ
め
市
の
関
係
の
方
々
、
他
に
も
様
々
な

方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
今
に
至
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
「
記
念
館
に
行
っ
て
来
た
け

れ
ど
、
良
か
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
い
た
だ

紫綬褒章の伝達式で父・藤沢周平氏と
（平成７年11月17日／如水会館〈東京都〉）

メッセージ

遠藤展子
（藤沢周平氏長女・藤沢周平記念館監修者）

 氏

杉田成道氏（日本映画放送㈱代表取締役社長）講演会
期日　７月12日○日
会場　荘内神社参集殿
※申込方法等は後日、市広報、記念館HPで告知します。

「十年がたち」

各550円
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

（27）

日本国内に住む全ての人と世帯を対象とする、５年に一度の国の最も重要な統計調査

開始100年を迎える国勢調査 調査員を募集します
■申情報企画課統計調査事務室☎24‐6077または各地域庁舎総務企画課へ

○仕事の内容は大きく５つです
①調査員説明会への参加
②担当する地域の確認
③調査についての説明と調査書類の配布
④ 回答確認リーフレットの配布と調査票の回収
⑤調査票の整理と提出

○熱意ある方の応募をお待ちしています
　国勢調査員として調査業務を理解し熱意を持って携わっ
てくれる原則20歳以上の方を募集します。国勢調査員の
身分は、総務大臣に任命される非常勤の国家公務員です。
○業務期間　８月下旬～10月（予定）
　　　　　　※薄謝ですが報酬も支給されます。

ごみの出し方・資源回収にご協力ください
■問廃棄物対策課☎内線677または各地域庁舎市民福祉課へ

　蛍光管と乾電池は、月１回の指定日に収集し
ます。それぞれ次のことに注意してごみステー
ションに出してください。
蛍光管… 微量の水銀が含まれているため、蛍光

管を購入した際のケースなどに入れて、
割れないようにしてください

　　　　（ケースがない場合や割れてしまった
　　　　場合は、新聞紙等に包んでください）
乾電池… 必ず透明で中身が見える袋に入れてく

ださい
※ 電子・加熱式タバコ、モバイルバッテリーも

ほかの物と分けて蛍光管・乾電池の収集日に、
透明な袋に入れて出してください。

○蛍光管・乾電池の出し方に注意！
５月４日○月 ～６日○水 …収集しません

■連休期間中のごみ収集

○資源回収運動に参加しましょう
　本市では、事前に登録した子供会、町内会等の団
体に対し、回収量に応じて報奨金を交付しています。
　回収品目の「古紙類」には、新聞、雑誌、ダンボー
ル、飲料用パックのほか、「雑がみ」として、ティッ
シュペーパー・お菓子などの紙箱、トイレットペー
パー・ラップの芯などが含まれます。資源の有効活
用のため、ごみの分別・リサイクルにご協力をお願
いします。

○ごみは決められたごみステーションに
　ごみステーションは各町内会などの地元の自治組
織で費用を負担し、設置・管理しています。ごみは
自分の町内会の決められたごみステーションに、指
定された時間までに出してください。

！ 充電式の機器は、過度な力が加わると発
熱・発火する危険があります

　

混
乱
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
広
が
る
と
一
体

誰
が
予
測
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
拡
大
が
止
ま
ら

な
い
。

　

３
月
２
日
か
ら
は
市
内
の
学
校
が
臨
時
休

業
と
な
り
、
子
供
た
ち
は
、
突
然
友
人
た
ち

と
過
ご
す
掛
け
替
え
の
な
い
時
間
を
失
う
こ

と
と
な
っ
た
。
人
生
の
節
目
で
あ
る
卒
業
式

も
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
子
供
た
ち

の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
の
や
む
を
得
な

い
措
置
と
し
な
が
ら
、
申
し
訳
な
い
思
い
が

募
る
。

　

学
校
か
ら
子
供
た
ち
の
声
が
消
え
た
一
方

で
、
朝
か
ら
一
日
の
運
営
と
な
っ
た
学
童
保

育
。
街
を
さ
ま
よ
う
若
者
た
ち
。
果
た
し
て

こ
れ
が
ベ
ス
ト
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
の

思
い
が
拭
い
切
れ
な
い
。

　

国
か
ら
の
「
要
請
」、
そ
れ
に
応
え
る
地

方
自
治
体
や
民
間
企
業
。
国
民
の
権
利
を
制

限
し
、
義
務
を
課
す
場
合
、
法
律
（
地
方
自

治
体
で
は
条
例
）
に
規
定
す
る
こ
と
が
必
要

だ
。「
要
請
」
は
あ
く
ま
で
も
お
願
い
に
す

ぎ
ず
、
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
義
務
」

で
は
な
い
。
全
国
の
大
多
数
の
自
治
体
が
反

応
し
た
一
方
で
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は

学
校
の
臨
時
休
業
を
見
送
っ
た
。
平
成
12
年

に
施
行
さ
れ
た
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
っ
て
、

国
と
地
方
は
対
等
・
協
力
の
関
係
に
あ
る
こ

と
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。
国
と
地
方
の
役

割
分
担
、
そ
し
て
地
方
自
治
と
は
。「
要
請
」

は
根
源
的
な
問
題
を
も
突
き
付
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

学
校
か
ら
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ま
で
、
休
業
や
自

粛
の
「
要
請
」
の
連
鎖
は
、
観
光
業
や
飲
食

業
な
ど
に
影
を
落
と
す
。
い
た
ず
ら
に
人
の

移
動
を
制
限
す
れ
ば
経
済
活
動
の
縮
小
を
招

き
、
経
済
活
動
を
活
発
に
さ
せ
よ
う
と
す
れ

ば
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
が
広
が
る
。
政
府
か
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出羽庄内国際村内食文化創造都市推進課分室若者のパスポート取得を支援します 
■問本所食文化創造都市推進課☎内線527

■対象者
① 平成２年４月２日～平成13年４月１日に生まれ、

令和２年３月１日～31日に山形県内で発給され
たパスポートを所持し、本市に住民登録がある方

② 平成３年４月２日～平成14年４月１日に生まれ、
令和２年４月１日～令和３年２
月28日に山形県内で発給され
たパスポートを所持し、本市に
住民登録がある方

■助成額　5,000円
■助成人数　先着150人（予定）
■申請期間　来年３月31日○水 まで
■申請場所　 ▽  本所食文化創造都市推進課

　 　 　 　 　 　 ▽  本所市民課（パスポート交付時のみ）
■申請に必要なもの
　パスポート、申請者本人名義の通帳（ネット銀行
を除く）、印鑑、住民票の写し（パスポート交付時
に申請する場合は不要）

　鶴岡市の次代を担う若者の見聞を広め、グローバルな人材を育成するとともに、海外との相互交流を促
進するため、パスポートを取得した若者に対し、山形県と連携し助成金を支給します。

鶴岡市地域介護予防活動支援事業補助金

運動を取り入れた介護予防活動を支援します
■申本所長寿介護課☎内線533または各地域庁舎市民福祉課へ

　住民が主体となって介護予防や生きがいづく
り等のために「通いの場」を設け、運動を取り
入れた活動をする場合に補助します。

■活動実施期間
　来年３月31日○水 まで
■対象団体
　 月２回以上、１回30分

以上の運動を含むおおよ
そ１時間30分の介護予
防活動を行う65歳以上
の市民５人以上の団体

■補助対象経費
　 講師謝金、コピー代、会場使用料等（飲食費など

は対象外）
■補助金額
　▷参加者数10人以上…年間５万円
　▷参加者数５人～９人…年間２万5,000円
■申請期間
　４月１日○水 ～30日○木
■その他
　・ 申請書類やチラシは、市HPからダウンロード

することもできます
　・審査で補助の可否を決定します

ら
の
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
自
粛
を
３
月
10

日
か
ら
10
日
間
程
度
継
続
す
る
要
請
に
応
え

つ
つ
も
、
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
ま
で
過
度
な
自

粛
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
と
思

い
を
巡
ら
せ
て
い
る
。
経
済
の
停
滞
を
可
能

な
限
り
防
ぎ
、
万
一
の
市
内
で
の
感
染
発
生

の
場
合
に
即
座
に
対
応
す
る
、
狭
い
道
を
模

索
し
て
。

　

２
月
上
旬
、「
羽
田
便
増
便
提
案
見
送
り
」

の
見
出
し
が
紙
面
に
。
現
状
一
日
４
便
の
庄

内
・
羽
田
線
。
こ
の
５
便
化
に
つ
い
て
は
、

現
在
私
が
会
長
を
務
め
る
庄
内
開
発
協
議
会

が
、
平
成
17
年
度
か
ら
継
続
し
て
県
や
全
日

空
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
昨
年
12
月

に
募
集
が
開
始
さ
れ
た
「
羽
田
発
着
枠
政
策

コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
県
と
全
日
空
が
互
い
に

リ
ス
ク
を
共
有
す
る
仕
組
み
が
考
え
ら
れ
て

い
る
か
等
、
具
体
的
な
政
策
・
申
請
内
容
を

協
議
し
た
上
で
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
１
月

下
旬
に
庄
内
開
発
協
議
会
か
ら
県
に
要
望
を

行
い
、
全
日
空
の
実
務
者
を
交
え
た
協
議
の

場
が
持
た
れ
た
も
の
の
、
両
者
が
歩
み
寄
る

と
こ
ろ
ま
で
行
き
着
か
な
か
っ
た
。
時
間
帯

に
よ
っ
て
は
昨
年
誘
致
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ

ー
と
競
合
す
る
こ
と
も
県
側
の
判
断
材
料
と

な
っ
た
。
申
請
見
送
り
の
理
由
に
つ
い
て
、

双
方
の
認
識
に
や
や
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
気

掛
か
り
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
県
に
と
っ

て
も
、
全
日
空
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
庄
内

地
域
に
と
っ
て
も
、「
三
方
良
し
」
の
状
態
を

作
り
出
さ
な
け
れ
ば
、
物
事
は
実
現
し
な
い
。

　

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
時
、
ケ
ネ
デ

ィ
大
統
領
の
有
名
な
フ
レ
ー
ズ
が
思
い
出
さ

れ
た
。
学
童
保
育
の
子
供
た
ち
の
た
め
の
学

校
体
育
館
の
開
放
、
昼
食
用
の
弁
当
を
提
供

す
る
事
業
者
と
の
連
携
、
県
と
協
調
し
た
無

利
子
融
資
な
ど
、
最
前
線
の
自
治
体
と
し
て

何
が
で
き
る
か
と
い
う
視
点
で
取
り
組
ん
だ
。

見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
。
そ
し
て
地

域
の
長
年
の
要
望
で
あ
る
路
線
の
充
実
。
す

れ
違
い
に
な
っ
た
要
請
や
、
要
望
を
越
え
て
、

自
治
体
の
知
恵
が
試
さ
れ
て
い
る
。

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。
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鶴岡市立農業経営者育成学校「SEADS（シーズ）」いよいよ開校！
■問本所農政課☎内線578

　農業経営者育成学校「SEADS」が４月10日○金 に開校しま
す。「SEADS」は、本市の農業人材育成の中核施設として、
平成31年１月の「農業の人材育成・確保に関する協定」締
結以降、関係機関・団体が連携して開校に向けた準備を進め
てきました。
　「有機農業を中心に、経営に必要な全てを、座学と実践を
通じて学ぶ場」として、農業の未来を担う人材の育成に本市
関係者の総力を挙げて挑みます。

第１期生として、13人が入校します
　開校初年度となる令和２年度は、第１期生として13人を
迎え入れます。首都圏を中心に域外の方がほとんどを占めて

います。出身も経歴も多彩な第
１期生ですが、食文化創造都市・
鶴岡の未来を担う人材となるこ
とを目指し、「SEADS」で切磋
琢磨されることを期待していま
す。市も研修生を全力でサポー
トします。

　研修生に対するカリキュラムに加え、地元農業者等を対象とした一般公開講座の開講を予定しています。
詳細については、決定次第市HP等でお知らせします。

「SEADS」HPで研修の様子を
随時お伝えする予定です！

　スマート農業の基礎知識を学ぶセミナーや、ド
ローンによるセンシング（カメラを搭載した小型
機械で作物の生育状況を計測する技術）での葉色
診断などの実践研修を行い、営農活動に活用可能
な知識と技能の習得を目指します。

スマート農業（ドローンによるセンシングなど）

　温度や水位の計測のための低価格なセンサーシ
ステムの製作・保守メンテナンスのノウハウ等を
提供するラボを設置します。またラボではセンサ
ーシステムを農業者自ら設計や製作、使用するた
めのサポートが受けられます。

スマートアグリラボ（センサーシステム製作など）

　以下の２つのコースを設けます。
①農業者等が個々で実施できる対策を学ぶ
② 地域ぐるみでの鳥獣被害対策を学び、地域の取

り組みを推進するリーダーを養成する

鳥獣被害対策

一般公開講座の開講

施設１階ロビーイメージ

施設２階研修室イメージ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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介護保険料・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料 

４月以降に受給する年金からの仮徴収（差引き）が始まります
　　　　　　　　　　　■問介護保険料………………本所長寿介護課☎内線187または各地域庁舎市民福祉課へ
　　　　　　　　　　　　国民健康保険税…………本所課税課☎内線205
　　　　　　　　　　　　後期高齢者医療保険料…本所国保年金課☎内線126または各地域庁舎市民福祉課へ

　次に該当する方は、４月に令和２年度保険料（税）の仮徴収
が始まります。今回お送りする通知書に記載されている保険料

（税）額は、平成31年度（令和元年度）の状況を基に計算した
仮の保険料（税）額です。確定保険料（税）額については７月
に改めてお知らせします。また、６月以降に新たに年金からの
差引きが始まる方については、年金受給前にお知らせします。

※現在、既に年金から差し引かれ 
　ている方は…
　仮徴収額決定の通知書は送付しませんが、
引き続き、仮徴収として、原則２月に差し
引かれた額と同額を４月・６月・８月に支
給される年金から差し引きます。

■４月に新たに仮徴収が始まる方
《介護保険料》

65歳以上の方

昭和29年４月３日～10月２日
生まれで、新たに年金からの差
引きの対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知
書をお送りします

《国民健康保険税》

65歳以上75歳未満の方

世帯主が昭和29年４月３日～10月
２日生まれで、新たに年金からの差
引きの対象世帯となった方
→２月中旬に仮徴収額決定通知書を
お送りしています

《後期高齢者医療保険料》

原則75歳以上の方

令和元年６月１日～10月２日に後
期高齢者医療制度に加入し、新たに
年金からの差引きの対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知書を
お送りします

　国民健康保険税と後期高齢者医療保険料は、年金
からの差引きから「口座振替」による支払いに変更
することができます。希望する方はお問い合わせく

ださい。介護保険料は、年金からの差引きになった
場合、ほかの支払い方法に変更することができませ
んのでご了承ください。

■年金からの差引きの対象となる方

条件 介護 国保 後期

①差引きの対象となる年金の額が年額18万円以上である
①と②の両方
に該当する方

①～⑤の全て
に該当する方

①～③の全て
に該当する方②差引きの対象となる年金が借入れ等の担保になっていない

③ 国民健康保険税または後期高齢者医療保険料のどちらかと、介護保
険料を足した額が、差引きの対象となる年金額の半分よりも少ない

④世帯主が国民健康保険の被保険者である

⑤世帯内の国民健康保険被保険者全員が65歳以上75歳未満である

■年金からの差引きが始まる時期

介護保険料・国民健康保険税（生年月日） 後期高齢者医療保険料
（後期高齢者医療制度に加入した日）

年金からの差引
きが始まる時期

昭和29年４月３日～10月２日生まれ 令和元年６月１日～10月２日

➡
４月

昭和29年10月３日～12月２日生まれ 令和元年10月３日～12月２日 ６月

昭和29年12月３日～昭和30年２月２日生まれ 令和元年12月３日～令和２年２月２日 ８月

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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は
本
市
か
ら
特
定
保
健
指
導
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
。
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
専
門
的

に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
自
己

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
共
通　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内

線
３
６
６
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７

３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
予
防
接
種
に
助
成
し
ま
す
　

■対
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
４
月
２

日
～
来
年
４
月
1
日
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳

・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳

に
な
る　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
が

あ
る
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
）　

■
助
成

金
額　

４
、
０
０
０
円
（
助
成
を
受
け
ら
れ

る
の
は
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
今
年
度
の

み
、
生
涯
１
回
）　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
７

３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他

対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。
生
活
保
護
・
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ
り

（
要
事
前
申
請
。
本
人
の
同
意
が
あ
れ
ば
代

理
申
請
可
能
）

平
日
は
忙
し
く
て
時
間
が
取
れ
な
い
方
等
に 

日
曜
日
が
ん
検
診

■日
①
７
月
５
日
○日　

②
９
月
６
日
○日　

■場
荘

内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

■対
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
40
歳
以
上
の
方
で
職
場
の
が

ん
検
診
が
な
い
方
各
回
先
着
20
人
（
乳
が
ん

検
診
は
40
歳
以
上
で
今
年
度
偶
数
年
齢
の
女

鶴岡市市民まちづくり活動促進事業「鶴岡まち活」 

市民の皆さんが行うまちづくり活動を支援します
■問本所地域振興課☎内線522または各地域庁舎総務企画課へ

■対象事業
①鶴岡らしさ・地域特性を生かしたまちづくり活動
②市施設の整備・修繕や市管理用地の利活用
③ 若者が自発的に行うまちづくり活動や地域につい

ての自由研究など
※ 営利目的、政治的または宗教的、内部の親睦のた

めの事業は対象外です。
■対象団体
①②… 市内を拠点にまちづくり活動に取り組む、構

成員の過半数が鶴岡市民である５人以上の団
体（営利事業者、個人は対象外）

③… 市内の３人以上の若者（中学生、高校生、大学
生等）による団体・グループ

■補助内容
①… 補助対象経費の３分の２以内（上限20万円〈年

１件のみ上限50万円〉）
②… 補助対象経費（上限10万円）または原材料等

前年度の「鶴岡まち活」事業報告会と
新年度事業募集説明会を開催します

■日４月26日○日 午後２時
■場市役所本所別棟２号館21号会議室
■申４月23日○木 まで本所地域振興課へ

の現物支給
③…補助対象経費（上限10万円）
■事業報告会への参加
　事業終了後、翌年度に開催する事業報告会で実施
成果を報告していただきます
■応募方法・募集期間
　必ず事前に相談の上、５月７日○木 まで補助金交付
要望書を本所地域振興課または各地域庁舎総務企画
課へ
※５月下旬の審査会で補助の可否を決定します。

市
政

農
業
委
員
の
募
集
を
行
い
ま
す

■定
20
人　

■内
農
地
移
動
等
の
審
議
、
農
地
の

利
用
調
整
、
現
地
調
査
な
ど　

■
報
酬
月
額　

４
万
３
、
０
０
０
円　

■
任
期　

３
年
（
11

月
26
日
か
ら
）　

■申
６
月
１
日
○月
～
30
日
○火

に
推
薦
書
ま
た
は
応
募
届
出
書
を
農
業
委
員

会
事
務
局（
藤
島
庁
舎
）☎
64
‐
５
８
６
８
へ

健
康
・
福
祉

令
和
２
年
度
の
特
定
健
診
・ 

特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

▼
特
定
健
診　

来
年
３
月
末
ま
で
に
40
歳
以

上
に
な
る
市
国
民
健
康
保
険
（
市
国
保
）
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
に
受
診

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
か
か
り

つ
け
医
で
受
診
を
希
望
し
た
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
加
入
者
に
は
５
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

　

受
診
の
際
は
受
診
券
と
保
険
証
が
必
要
で

す
。
別
途
質
問
票
や
人
間
ド
ッ
ク
受
診
券
が

送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
併
せ
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
す
る
場
合
の

期
間
は
６
月
～
９
月
で
す
。
５
月
１
日
以
降

に
市
国
保
に
加
入
す
る
方
で
、
特
定
健
診
を

希
望
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
特
定
保
健
指
導　

市
国
保
加
入
者
で
、
特

定
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善
等
の
必

要
が
あ
る
方
に
対
し
、
健
診
実
施
機
関
ま
た

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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性
）　

■内
・
■費
・
■
受
付
時
間　

▽
胃
が
ん

（
１
、０
０
０
円
）・
大
腸
が
ん
（
５
０
０
円
）・

肺
が
ん
（
２
０
０
円
）
…
午
前
７
時
30
分
～

９
時
（
原
則
全
て
受
診
）　

▽
乳
が
ん
（
１
、

２
０
０
円
）
…
午
前
８
時
30
分
～
9
時
30
分　

■申
①
５
月
11
日
○月
ま
で
、
②
７
月
13
日
○月
ま

で
、
健
康
課
☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ
り
（
要

事
前
申
請
）

将
来
の
胃
が
ん
予
防
の
た
め
に 

中
学
生
胃
が
ん
予
防
事
業

　

胃
が
ん
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
が
体
に
入
り
込
ん
で
間
も

な
い
中
学
生
の
時
期
に
、
学
校
健
診
尿
を
活

用
し
た
ピ
ロ
リ
抗
体
検
査
を
実
施
し
、
早
期

発
見
・
内
服
治
療
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

学
校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
中
学
２
年
生　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
７

風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
定
期

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
の
な

か
っ
た
世
代
の
男
性
が
、
令
和
４
年
３
月
ま

で
に
限
り
、
抗
体
検
査
及
び
定
期
予
防
接
種

の
対
象
者
に
な
り
ま
す
。
自
己
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■対
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
54
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性
（
案
内
文
書
を
順
次
送
付
）

■問
健
康
課
☎
内
線
３
７
２
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
抗
体
検
査
受
診
後
、

十
分
な
抗
体
価
が
な
い
場
合
は
定
期
予
防
接

種
の
対
象　

が
ん
患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購

入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■対
市
内
在
住
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
が
ん
の
治
療
を
受
け

て
い
る　

②
が
ん
の
治
療
に
伴
う
脱
毛
に
よ

っ
て
、
就
労
や
社
会
参
加
等
に
支
障
が
あ
る
、

ま
た
は
支
障
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
医

療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
装
着
が
必
要
で
あ
る　

③

他
の
法
令
等
に
基
づ
く
助
成
等
を
受
け
て
い

な
い　

④
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入

し
た
も
の
で
過
去
に
本
事
業
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い　

■
助
成
金
額　

購
入
費
の
２
分

の
１
（
上
限
２
万
円
。
助
成
回
数
は
１
人
に

つ
き
ウ
ィ
ッ
グ
１
個
、
１
回
限
り
）　

■持
が

ん
の
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
証
明
書
類

（
お
薬
手
帳
、
診
療
明
細
書
等
）、
医
療
用
ウ

ィ
ッ
グ
購
入
時
の
領
収
書
、
運
転
免
許
証
ま

た
は
医
療
保
険
証
の
写
し
、
印
鑑
、
振
込
先

通
帳
の
写
し　

■申
申
請
書
を
健
康
課
☎
内
線

３
６
７
へ　

■他
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状

及
び
代
理
人
の
本
人
確
認
が
必
要

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

▼
火
災
警
報
機
・
自
動
消
火
器　

■対
65
歳
以

上
で
市
民
税
非
課
税
の
、
避
難
が
著
し
く
困

難
な
一
人
暮
ら
し
の
方
等
（
要
介
護
２
以
上

ま
た
は
認
知
症
自
立
度
Ⅱ
а
以
上
）

▼
電
磁
調
理
器　

■対
65
歳
以
上
で
市
民
税
非

課
税
の
、
心
身
機
能
の
低
下
に
伴
い
防
火
等

の
配
慮
が
必
要
な
一
人
暮
ら
し
の
方
等
（
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者
ま
た
は
要
支
援
１

以
上
）

▼
共
通　

■持
印
鑑　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

施
術
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■対
70
歳
以
上
の
方　

■内
市
と
協
定
を
結
ん
で

い
る
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
等

か
ら
受
け
た
施
術
１
回
に
つ
き
１
、
０
０
０

円
の
助
成
券
を
交
付
（
年
６
枚
、
10
月
以
降

の
申
請
に
つ
い
て
は
年
３
枚
〈
申
請
は
年
１

回
〉）　

■持
年
齢
を
証
明
で
き
る
も
の
（
保
険

証
・
免
許
証
等
）、
印
鑑　

■申
本
所
長
寿
介

護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ　

■他
鶴
岡
地
域
で
は
各
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け
ま
す

（
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

認
知
症
高
齢
者
等 

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
が
外
出
す
る

と
き
や
介
護
疲
れ
で
休
息
し
た
い
と
き
等
に
、

見
守
り
支
援
員
が
訪
問
し
、
認
知
症
高
齢
者

な
ど
の
見
守
り
や
話
し
相
手
等
を
し
ま
す
。

■対
市
内
在
住
の
認
知
症
高
齢
者
等
（
65
歳
以

上
の
方
ま
た
は
40
歳
～
64
歳
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
）
で
日
常
生
活
自
立
度
が

Ⅱ
ａ
以
上
の
方　

■
利
用
上
限　

１
か
月
当

た
り
80
時
間
ま
で　

■費
１
時
間
２
０
０
円

（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
。
利
用
料
は
利
用

時
間
帯
に
よ
っ
て
割
増
し
に
な
り
ま
す
）

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線

１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
事
前
に
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
方
へ
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

■対
市
内
在
住
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
ま
た
は
40
歳
～
64
歳
で
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る　

②
市
民
税
非
課
税

③
通
院
等
の
際
に
車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
専
用
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
不
可
欠　

■内
医

療
機
関
へ
の
通
院
や
入
退
院
の
た
め
、
リ
フ

ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
１
枚

当
た
り
３
０
０
円
の
サ
ー
ビ
ス
券
を
月
８
枚
、

年
間
96
枚
を
限
度
に
交
付　

■持
印
鑑　

■申
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護

課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
タ
ク
シ
ー

運
行
事
業
に
補
助
し
ま
す

■対
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

対
応
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
事
業
者　

■
補

助
金
額　

市
内
を
発
着
地
の
い
ず
れ
か
と
す

る
補
助
対
象
タ
ク
シ
ー
の
運
行
回
数
に
１
、

０
０
０
円
を
乗
じ
た
額
（
月
額
上
限
２
万
５
、

０
０
０
円
）
と
車
両
維
持
に
か
か
る
補
助
対

象
経
費
の
額
の
う
ち
、
低
い
方
の
額　

■申
本

所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
☎
内
線
７
０
７

紙
お
む
つ
等
購
入
費
助
成
事
業
で
紙
お
む

つ
を
配
達
す
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
要
件　

①
鶴
岡
市
競
争
入
札
参
加
資

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。
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▼
保
険
料
の
前
納
制
度
に
つ
い
て　

保
険
料

１
年
分
を
納
付
書
を
使
っ
て
一
括
で
４
月
30

日
○木
ま
で
に
納
付
す
る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。

そ
の
場
合
の
納
付
額
は
19
万
４
、
９
６
０
円

（
３
、
５
２
０
円
割
引
）
で
す

▼
当
月
口
座
振
替
（
早
割
制
度
）
も
お
得
で

す　

そ
の
月
の
保
険
料
を
そ
の
月
の
末
日
に

口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
、
月
額
50
円
割
引

さ
れ
、
保
険
料
は
１
万
６
、
４
９
０
円
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
前
納
・
早
割
制
度
を
利
用

し
た
方
が
、
会
社
等
に
勤
め
た
場
合
や
、
死

亡
し
た
場
合
等
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の

資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
資
格
を
喪
失
し

た
月
以
降
の
保
険
料
が
還
付
さ
れ
ま
す

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

病
児
保
育
・
一
時
預
か
り
事

業
実
施
施
設
が
増
え
ま
す

　

今
年
度
開
所
し
た
ち
わ
ら
菜
の
花
こ
ど
も

園
で
「
病
児
保
育
」
を
、
移
転
・
新
築
し
た

南
部
保
育
園
で
「
病
児
保
育
」
と
「
一
時
預

か
り
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
入
れ
開
始　

▽
ち
わ
ら
菜
の
花
こ
ど
も

園　

４
月
１
日
○水　

▽
南
部
保
育
園
（
両
事

業
と
も
４
月
13
日
○月
受
付
開
始
）　

病
児
保

育
…
５
月
11
日
○月　

一
時
預
か
り
…
４
月
27

日
○月

▼
病
児
保
育　

病
気
や
そ
の
回
復
期
の
子
供

を
保
護
者
が
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
等
の
理
由
で

つ
い
て
確
認
で
き
ま
す　

■対
納
税
義
務
者
、

納
税
義
務
者
と
同
一
世
帯
の
家
族
、
納
税
管

理
人
、
借
地
人
・
借
家
人
、
こ
れ
ら
の
代
理

人
等

▼
共
通　

■日
４
月
１
日
○水
～
６
月
１
日
○月　
　

■場
本
所
課
税
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課　

■費
無
料
（
課
税
台
帳
の
写
し
の
交
付

は
有
料
）　

■持
運
転
免
許
証
等
本
人
確
認
書

類
（
代
理
人
は
委
任
状
、
借
地
人
・
借
家
人

は
契
約
書
等
が
必
要
）　

■問
本
所
課
税
課
☎

内
線
２
０
７

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
納
付
相
談
窓
口
を
変
更
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
納
付
相
談
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
長
寿
介
護
課
と
国
保
年
金
課
で
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
相
談
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
４
月
か
ら
市
税
の
相
談
窓
口
と
統
合
し

納
税
課
が
担
当
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
そ
の

ま
ま
に
せ
ず
納
税
課
の
窓
口
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
２
１　

■他
資
格
・

給
付
・
保
険
料
の
賦
課
・
減
免
等
に
つ
い
て

は
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
７
、
本
所

国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
へ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
令
和
２
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
が
変
更

さ
れ
ま
し
た　

４
月
分
以
降
の
保
険
料
は
月

額
１
万
６
、
５
４
０
円
で
す
（
年
間
保
険
料

は
19
万
８
、
４
８
０
円
）

▽
羽
黒
地
区（
羽
黒
地
域
）…
林
裕
子（
昼
田
・

富
沢
・
黒
瀬
）　

▽
櫛
引
地
区
（
櫛
引
地
域
）

…
榎
本
孝
記
（
黒
川
下
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

税
・
年
金
・
医
療

所
得
税
、
市
・
県
民
税
等
の
申
告
期
限
な

ど
が
４
月
16
日
○木
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す

▼
所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
、
贈
与

税
の
申
告　

■
申
告
会
場　

エ
ス
モ
ー
ル
２

階
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
電
子
申
告
〈
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
〉・
郵
送
等
で
の
提
出
も
可
）　

■他
納
付
期

限
も
同
様
に
延
長
さ
れ
ま
す

▼
市
・
県
民
税
の
申
告　

本
所
課
税
課
へ
申

告
書
を
提
出
（
郵
送
で
の
提
出
も
可
）

▼
共
通　

■日
４
月
16
日
○木
ま
で　

■問
確
定
申

告
…
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０
１　

市
・

県
民
税
申
告
…
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
・

閲
覧
制
度

▼
縦
覧
制
度　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、

自
己
所
有
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
と
他
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
等
を
比
較
で
き
る
よ
う

に
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す　

■対

納
税
者
、
納
税
者
の
代
理
人
、
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
家
族

▼
閲
覧
制
度　

納
税
義
務
者
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
を
閲
覧
し
、
自
己
の

資
産
に
つ
い
て
登
録
さ
れ
た
内
容
を
確
認
で

き
ま
す
。
借
地
人
・
借
家
人
も
借
用
物
件
に

格
を
有
し
所
在
区
分
が
市
内
ま
た
は
準
市
内

で
あ
る
こ
と　

②
紙
お
む
つ
等
排
せ
つ
関
連

用
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業
所
で
あ
る
こ

と
（
紙
お
む
つ
と
尿
と
り
パ
ッ
ド
の
取
扱
い

は
必
須
）　

③
市
内
一
円
に
配
達
可
能
で
あ

る
こ
と　

■
業
務
開
始　

９
月
配
達
分
か
ら　

■申
５
月
15
日
○金
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内

線
１
９
３
へ

障
害
者
手
帳
の
交
付

　

障
害
の
内
容
や
程
度
に
応
じ
て
各
手
帳
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳　

■対
手
・
足
・
目
・
耳
・

言
語
・
そ
し
ゃ
く
機
能
・
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
小
腸
・
直
腸
・
肝
臓
・

免
疫
等
の
身
体
機
能
に
障
害
が
あ
る
方

▼
療
育
手
帳　

■対
発
達
期
に
知
的
機
能
の
障

害
が
み
ら
れ
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

■対
精
神
の

疾
患
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
共
通　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
既
に

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
手
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
住
所
と
現
住
所
が
異
な
る
方
は
「
居

住
地
変
更
届
」
が
必
要
で
す
。
手
帳
と
印
鑑
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
上
、
届
出
し
て
く
だ
さ
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）
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馬
場
町
、
東
新
斎
町
、
東
原
町
、
日
出
一
丁

目
・
二
丁
目
、
日
吉
町
、
日
和
田
町
、
双
葉

町
、
文
園
町
、
平
成
町
、
ほ
な
み
町
、
本
町

一
丁
目
～
三
丁
目
、
美
咲
町
、
道
田
町
、
み

ど
り
町
、
美
原
町
、
三
和
町
、
睦
町
、
湯
野

浜
一
丁
目
・
二
丁
目
、
由
良
一
丁
目
～
三
丁

目
、
陽
光
町
、
余
慶
町
、
淀
川
町
、
若
葉
町

■申
新
築
等
届
出
書
に
案
内
図
２
部
、
配
置
図

１
部
、
平
面
図
１
部
を
添
付
し
て
本
所
市
民

課
☎
内
線
１
５
８
へ　

■他
市
HP

狂
犬
病
予
防
注
射
の
料
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

■費
３
、
３
０
０
円　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６

２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
春（
４

月
～
６
月
）
に
受
け
ま
し
ょ
う

　

飼
い
主
に
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
４
月
・
５
月
に
全
地
域
で
集
合
注
射
会
場

を
設
け
ま
す
（
注
射
料
金
３
、
３
０
０
円
）

登
録
済
み
の
方
に
は
３
月
末
に
案
内
は
が
き

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
日
時
・
会
場
等
は
案

内
は
が
き
・
市
HP
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
都

合
に
合
わ
せ
て
ど
の
日
時
・
会
場
で
も
注
射

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

▼
犬
を
飼
う
場
合
は
市
へ
の
登
録
が
必
要
で

す
（
新
規
登
録
料
金
３
、
０
０
０
円
）　

注

射
会
場
で
も
新
規
登
録
や
登
録
事
項
の
変
更

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
他
市
区
町
村
か
ら
転

入
し
た
方
は
、
前
登
録
地
で
の
鑑
札
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
（
な
く
し
た
方
は
別
途
１
、
６

０
０
円
が
必
要
）

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
・
新
規
登
録
は
動
物
病

院
で
も
行
え
ま
す　

案
内
は
が
き
が
必
要

（
料
金
は
各
動
物
病
院
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

▼
共
通　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
犬
を
リ
ー

ド
等
で
つ
な
ぎ
、
ふ
ん
尿
の
後
始
末
が
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い

井
戸
水
な
ど
を
使
用
し
て
い

る
下
水
道
使
用
者
の
方
へ

　

井
戸
水
や
湧
き
水
を
お
使
い
の
場
合
は
原

則
と
し
て
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
設
置
が
難
し
い
場
合
は
次
の
よ
う

に
認
定
し
ま
す
。

▽
井
戸
水
や
湧
き
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る

家
庭
の
場
合
…
１
人
当
た
り
１
か
月
６
㎥
と

し
、
世
帯
人
数
を
乗
じ
て
使
用
水
量
を
認
定　

▽
上
水
道
と
井
戸
水
等
を
併
用
し
て
い
る
家

庭
の
場
合
…
上
水
道
の
使
用
水
量
に
、
１
人

当
た
り
１
か
月
３
㎥
を
世
帯
人
数
分
加
え
て

認
定

　

世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や

か
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。　

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

浄
化
槽
を
設
置
・
交
換
す
る

方
へ

▼
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
へ
の
補
助　

今
年
度
、
鶴
岡
地
域
、
羽
黒
地
域
の
対
象
区

域
で
、
合
併
浄
化
槽
（
５
人
槽
～
10
人
槽
）

を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

そ
の
他
の
地
域
の
対
象
区
域
に
つ
い
て
は
、

市
が
設
置
し
ま
す

▼
合
併
浄
化
槽
に
交
換
す
る
方
へ
の
補
助

推
進
課
☎
内
線
１
４
８
へ

生
活
・
そ
の
他

町
内
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

町
内
会
（
自
治
会
・
住
民
会
等
）
は
、
同

じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
助
け
合
い
、安
全
・

安
心
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た

め
の
組
織
で
、
住
民
同
士
の
親
睦
・
交
流
活

動
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や
清
掃
、

防
犯
灯
の
設
置
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
災

訓
練
及
び
広
報
の
配
付
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い

の
町
内
会
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
連
絡
先
な
ど
が
不
明
な
場
合
は
、
本

所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２
２
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
居
表
示
実
施
地
区
で
建
物
を

新
築
・
改
築
し
た
方
は
届
出
を

■
住
居
表
示
実
施
地
区　

青
柳
町
、
泉
町
、

伊
勢
原
町
、
稲
生
一
丁
目
・
二
丁
目
、
海
老

島
町
、
大
塚
町
、
大
西
町
、
大
山
一
丁
目
～

三
丁
目
、
家
中
新
町
、
上
畑
町
、
切
添
町
、

小
真
木
原
町
、
桜
新
町
、
三
光
町
、
山
王
町
、

城
南
町
、
城
北
町
、
昭
和
町
、
新
海
町
、
神

明
町
、
末
広
町
、
砂
田
町
、
千
石
町
、
大
東

町
、
大
部
町
、
大
宝
寺
町
、
宝
田
一
丁
目
～

三
丁
目
、
宝
町
、
長
者
町
、
朝
暘
町
、
茅
原

町
、
道
形
町
、
友
江
町
、
鳥
居
町
、
苗
津
町
、

新
形
町
、
錦
町
、
西
新
斎
町
、
の
ぞ
み
町
、

家
庭
で
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
看

護
師
・
保
育
士
の
い
る
施
設
で
一
時
的
に
保

育
し
ま
す

■
実
施
施
設　

三
井
病
院
内
カ
ト
レ
ア
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム
（
☎
22
‐
３
２
９
０
）、
ち
わ
ら

菜
の
花
こ
ど
も
園
（
☎
26
‐
７
３
１
１
）、

南
部
保
育
園
内
ら
っ
こ
ル
ー
ム
（
☎
26
‐
７

１
５
５
）　

■
受
入
時
間　

午
前
８
時
～
午

後
６
時（
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

■対
生
後
２
か
月
（
各
施
設
で
異
な
り
ま
す
）

～
小
学
６
年
生　

■費
１
日
２
、０
０
０
円（
別

途
給
食
費
）　

■問
各
施
設
ま
た
は
本
所
子
育

て
推
進
課
☎
内
線
１
４
８
へ

▼
一
時
預
か
り　

保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬

祭
、
学
校
行
事
、
育
児
疲
れ
、
就
労
等
の
理

由
で
一
時
的
に
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
な
場

合
に
、
次
の
保
育
園
で
子
供
を
保
育
し
ま
す
。

予
定
が
分
か
る
と
き
は
、
２
日
前
ま
で
に
各

園
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
園
の

行
事
等
の
た
め
受
け
入
れ
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
時
間
や
料
金
等
は

各
園
で
異
な
り
ま
す

■
実
施
保
育
園　

南
部
保
育
園
、
か
た
ば
み

保
育
園
、
新
形
保
育
園
、
大
泉
保
育
園
、
湯

田
川
保
育
園
、
民
田
保
育
園
、
上
郷
保
育
園
、

藤
島
く
り
く
り
保
育
園
、
藤
島
こ
り
す
保
育

園
、
大
東
保
育
園
、
い
ず
み
保
育
園
、
く
し

び
き
保
育
園
、
く
し
び
き
西
部
保
育
園　

■

保
育
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分

（
半
日
〈
４
時
間
〉
の
利
用
も
可
）　

■費
３
歳

未
満
…
１
日
２
、
６
０
０
円
～
２
、
７
５
０

円　

３
歳
以
上
…
１
日
１
、
５
０
０
円
～
１
、

７
５
０
円
（
半
日
利
用
の
場
合
は
半
額
。
別

途
給
食
費
）　

■問
各
園
ま
た
は
本
所
子
育
て

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。
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し
て
い
ま
す
。
野
焼
き
と
は
、
廃
棄
物
等
を

屋
外
で
燃
や
す
行
為
で
、
大
量
の
煙
や
臭
い

が
発
生
し
、
近
隣
の
生
活
環
境
に
支
障
を
来

し
ま
す
。

　

ま
た
、
違
法
に
焼
却
す
る
と
懲
役
ま
た
は

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ

ッ
ク
囲
い
で
の
焼
却
、
基
準
に
合
わ
な
い
焼

却
炉
の
使
用
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■問
野
焼
き
に
関
す
る
相
談
…
本
所
環
境
課
☎

内
線
７
０
８　

火
災
の
場
合
…
☎
１
１
９

農
産
物
等
の
加
工
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か

■対
市
内
在
住
の
農
林
漁
業
者
ま
た
は
農
林
漁

業
者
が
主
体
の
団
体
が
行
う
、
農
林
水
産
物

の
加
工
に
新
た
に
挑
戦
す
る
事
業
、
食
品
加

工
業
者
と
連
携
し
て
加
工
品
開
発
に
取
り
組

む
事
業
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す

る
事
業　

■
補
助
金
額　

事
業
費
の
３
分
の

２
以
内
（
上
限
30
万
円
）　

■申
４
月
24
日
○金

ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■他
締
切
り
後
も

予
算
の
範
囲
内
で
随
時
受
付
。
市
HP

農
産
物
等
の
販
路
拡
大
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

■対
農
業
者
が
中
心
の
団
体
、
農
協
、
直
売
組

織
、
農
業
生
産
法
人
な
ど
が
行
う
、
首
都
圏

等
の
県
外
で
開
催
さ
れ
る
商
談
会
へ
の
出
展
、

バ
イ
ヤ
ー
等
と
の
商
談
な
ど
の
販
路
開
拓
活

動　

■
補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
（
上
限
は
国
内
10
万
円
、
海
外
25

万
円
）　

■申
４
月
24
日
○金
ま
で
本
所
農
政
課

☎
内
線
５
８
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建

帯
電
話
等
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る　

▽
道

に
迷
っ
た
ら
む
や
み
に
動
き
回
ら
な
い　

▽

早
く
出
掛
け
て
早
く
帰
る

　

ま
た
、
ダ
ニ
を
媒
介
と
す
る
感
染
症
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
策
と
し
て
、
山
に
入
る
際
は
長

袖
を
着
用
す
る
な
ど
肌
を
露
出
し
な
い
服
装

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
６
２

「
ひ
と
つ
ず
つ 

い
い
ね
！
で
確
認 

火
の
用
心
」 

春
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

　

４
月
９
日
○木
～
22
日
○水
の
２
週
間
、「
住

宅
防
火
対
策
の
推
進
」
等
を
重
点
目
標
に
掲

げ
「
春
季
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
す
る
春
先
、
た
き
火
、
た
ば
こ

な
ど
が
原
因
の
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を

持
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

「
守
り
た
い 

森
と
未
来
を 

炎
か
ら
」　　
　

山
火
事
注
意
！ 

多
発
時
期
で
す

　

山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、
た
き
火
・
た

ば
こ
・
火
入
れ
の
不
始
末
で
す
。
行
楽
や
山

菜
採
り
で
山
林
に
入
る
と
き
は
、
火
の
取
扱

い
に
十
分
注
意
し
、
山
火
事
に
よ
る
森
林
の

焼
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

野
焼
き
は
法
律
で 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

例
年
春
先
に
野
焼
き
に
よ
る
火
災
が
多
発

国
民
が
自
然
に
親
し
む
と
と
も
に
、
そ
の
恩

恵
に
感
謝
し
豊
か
な
心
を
育
む
日
で
す
。
４

月
15
日
○水
～
５
月
14
日
○木
は
「
み
ど
り
の
月

間
」
と
し
て
、
全
国
で
「
緑
の
募
金
」
活
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
募
金
は
、
森
づ
く

り
や
街
の
緑
づ
く
り
、
学
校
の
緑
化
活
動
等

に
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
緑
化

事
業
を
行
う
団
体
へ
の
交
付
金
制
度
に
よ
る

助
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

農
作
業
中
の
事
故
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

　

５
月
31
日
ま
で
「
見
直
そ
う
！
農
業
機
械

作
業
の
安
全
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
「
春
の
農

作
業
安
全
確
認
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
留
意
し
、
安
全
な
作
業
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万
が
一
に
備
え
、

労
災
保
険
や
任
意
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
前
に
安
全
確
認
、
環
境
整
備
を　

▽

作
業
に
適
し
た
服
装
で　

▽
点
検
整
備
は
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て　

▽
計
画
的
な
作
業
で
、

適
度
な
休
憩
を

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
９
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

春
の
山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

山
菜
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

出
掛
け
る
前
に
次
の
こ
と
を
確
認
し
、
遭

難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
１
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
を
家
族
に
知
ら
せ
て
出
発
す
る　

▽
携

対
象
区
域
で
単
独
浄
化
槽
・
汲く

み
取
り
便
槽

を
合
併
浄
化
槽
に
交
換
（
新
築
・
建
替
え
は

対
象
外
）
す
る
方
に
、
山
形
県
浄
化
槽
整
備

促
進
事
業
に
基
づ
く
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

▼
排
水
設
備
工
事
を
行
う
方
へ
の
補
助　

対

象
区
域
で
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
た
め

に
、
排
水
設
備
工
事
（
既
設
の
汲
み
取
り
便

所
の
改
造
ま
た
は
既
設
の
単
独
浄
化
槽
の
廃

止
を
伴
う
も
の
に
限
る
）
を
行
う
方
に
補
助

金
の
交
付
ま
た
は
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び
利
子

補
給
を
行
い
ま
す

▼
共
通　

■
対
象
区
域　

公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
・
漁
業
集
落
排
水
処
理
計
画
区

域
を
除
く
区
域　

■申
上
下
水
道
部
下
水
道
課

☎
25
‐
５
８
６
０　

■他
い
ず
れ
も
予
算
の
上

限
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す

下
水
道
用
自
己
メ
ー
タ
ー
の

管
理
に
つ
い
て

　

メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
に
よ
っ
て
有
効
期
限

（
８
年
間
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
己

メ
ー
タ
ー
を
設
置
の
方
は
、
期
限
が
切
れ
る

前
に
、
交
換
や
撤
去
な
ど
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。
既
に
期
限
が
切
れ
て
い
る
場

合
は
、
不
具
合
で
正
確
な
検
針
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
ご
対
応
く

だ
さ
い
（
交
換
な
ど
に
係
る
費
用
は
自
己
負

担
）。
ま
た
、
違
法
な
接
続
は
処
罰
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
部
水
道
課
☎
23
‐
７
７
３
２

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

５
月
４
日
○月
の
祝
日「
み
ど
り
の
日
」は
、

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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日
○水
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

春
は
、
交
通
ル
ー
ル
に
不
慣
れ
な
新
入
学

児
童
（
園
児
）
や
運
転
が
未
熟
な
新
社
会
人

等
が
増
え
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
屋
外
で
の
活

動
が
活
発
化
す
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。「
よ
く
見
て　

確

認　

ゆ
と
り
行
動
」
を
心
掛
け
、
特
に
子
供

や
高
齢
者
に
対
し
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
で
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

運
転
免
許
自
主
返
納
者
の
外

出
を
支
援
し
ま
す

■内
バ
ス
回
数
券
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の

交
付
（
５
、
０
０
０
円
分
）、
運
転
経
歴
証

明
書
の
発
行
手
数
料
へ
の
補
助　

■問
本
所
防

災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

４
月
１
日
か
ら
の
庄
内
交
通
路

線
バ
ス
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て

■
主
な
改
正
内
容　

▽
清
川
線
の
一
部
区
間

廃
止
（
エ
ス
モ
ー
ル
～
外
内
島
間
廃
止
）

▽
温
海
管
内
路
線
の
一
部
廃
止
（
10
月
1
日

か
ら
）　

▽
お
盆
（
８
月
13
日
～
16
日
）、
年

末
（
12
月
30
日
・
31
日
）、年
始
（
１
月
４
日
・

５
日
）
は
全
路
線
日
曜
祝
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行

※
時
間
の
変
更
等
の
改
正
も
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
庄
内
交
通
HP
。

■
路
線
バ
ス
時
刻
表
（
冊
子
）　

全
戸
配
布

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方
は
市
役
所

本
所
、
各
地
域
庁
舎
、
庄
内
交
通
各
営
業
所
、

バ
ス
待
合
所
、
観
光
案
内
所
な
ど
で
入
手
し

て
く
だ
さ
い

■問
本
所
地
域
振
興
課
内
「
鶴
岡
市
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
２

２
ま
た
は
庄
内
交
通
㈱
☎
22
‐
２
６
０
０
へ

日
本
赤
十
字
社 

救
急
法
等
の
講
習
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す

■対
町
内
会
や
事
業
所
、
学
校
、
サ
ー
ク
ル
等

の
団
体　

■内
▽
救
急
法
…
急
病
人
に
対
す
る

救
命
手
当
て
と
け
が
人
に
対
す
る
応
急
手
当

の
仕
方　

▽
水
上
安
全
法
…
水
の
事
故
に
遭

っ
た
人
の
救
助
と
手
当
て
の
仕
方　

▽
雪
上

安
全
法
…
ス
キ
ー
場
で
の
け
が
人
に
対
す
る

手
当
て
の
仕
方　

▽
健
康
生
活
支
援
講
習
…

健
や
か
な
高
齢
期
を
過
ご
す
た
め
の
知
識
と

技
術　

▽
幼
児
安
全
法
…
乳
幼
児
の
急
病
と

け
が
に
対
す
る
手
当
て
の
仕
方　

■問
本
所
福

祉
課
☎
内
線
２
７
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

毎
年
４
月
２
日
は
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー　
　

４
月
２
日
～
８
日
は
発
達
障
害
啓
発
週
間

　

自
閉
症
や
発
達
障
害
へ
の
理
解
啓
発
の
た

め
、
い
や
し
・
希
望
・
穏
や
か
を
表
す
「
青
」

を
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
と
し
て
、
世
界
各
地
で

イ
ベ
ン
ト
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。
市
内
で
も
、
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
や
鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
青
を
基
調
と
し

た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
の
装
飾
を
行
い
ま
す
。

　

自
閉
症
の
人
た
ち
が
生
活
し
や
す
い
社
会

は
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
活
で
き
る
社
会
に

つ
な
が
り
ま
す
。
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
害
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
互
い
に

個
性
を
尊
重
し
合
い
、
支
え
合
う
社
会
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
０

幼
虫
は
樹
木
の
葉
を
食
害
し
ま
す
。
被
害
の

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
早
期
の
発
見
と
駆

除
が
大
切
で
す
。

■日
４
月
28
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
町
内

会
、
自
治
会　

■内
有
効
な
防
除
方
法
と
薬
剤

散
布
の
注
意
点
の
説
明
、
噴
霧
機
械
の
貸
出

し
・
薬
剤
提
供
の
抽
せ
ん
会　

■問
本
所
環
境

課
☎
内
線
７
２
０

松
く
い
虫
防
除
に
ご
協
力
を

　

庄
内
海
岸
林
に
お
け
る
松
く
い
虫
防
除
の

た
め
、
被
害
木
の
伐
採
を
６
月
上
旬
ま
で
、

薬
剤
散
布
を
５
月
下
旬
～
６
月
下
旬
に
下
川

地
区
と
湯
野
浜
地
区
で
実
施
し
ま
す
。
該
当

す
る
森
林
所
有
者
及
び
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
９
７

ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
巣
立
ち
し
て
間
も

な
い
幼
鳥
を
見
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

親
鳥
が
近
く
に
い
る
た
め
、
救
護
を
し
な
い

で
そ
の
ま
ま
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
巣
か
ら

落
ち
た
ヒ
ナ
も
同
様
で
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

 

「
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
」
等

を
運
動
の
重
点
と
し
て
、
４
月
６
日
○月
～
15

設
課
へ　

■他
締
切
り
後
も
予
算
の
範
囲
内
で

随
時
受
付
。
市
HP

農
商
工
観
連
携
・
６
次
産
業
化 

相
談
窓
口
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
内
農
林
漁
業
者
・
商
工
業
者

等
で
農
商
工
観
連
携
及
び
６
次
産
業
化
に
取

り
組
む
意
欲
が
あ
る
方
の
相
談
に
応
じ
サ
ポ

ー
ト
す
る
た
め
、「
食
文
化
創
造
都
市
・
鶴

岡　

農
商
工
観
連
携
・
６
次
産
業
化
相
談
窓

口
」
を
本
所
農
政
課
・
商
工
課
、
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
農
政
課
内
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推

進
協
議
会
☎
内
線
５
７
４
、
本
所
商
工
課
☎

内
線
５
９
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設

課
へ　

■他
６
次
産
業
化
関
連
施
策
等
の
情
報

を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
市
HP

つ
る
お
か
・
ア
グ
リ
メ
ー
ル

配
信
の
ご
案
内

　

農
業
者
向
け
の
補
助
金
、
研
修
会
、
商
談

会
、
災
害
防
止
等
の
各
種
案
内
を
メ
ー
ル
で

お
届
け
し
ま
す
。

■
配
信
日　

不
定
期　

■
配
信
者　

本
所
農

政
課　

■
登
録
方
法　

件
名
に
「
メ
ー
ル
配

信
希
望
」、
本
文
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
、
同
課
に
電
子

メ
ー
ル
ま
た
は　

25
‐
８
７
６
３
を
送
信

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
４　

■他
市
HP

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
小
型
の
蛾
で
、

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

FAX

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 第 1 回鶴岡№ 1 次世代料理人決定戦 決勝大会・授賞式

＜グランドエル・サン＞

市内の45歳以下の料理人を対象としたコンペ
ティション。一次審査を通過した６人が決勝に
臨みました。料理関係者など11人の審査員の

２.18
採点に、抽せんで選ばれた市民審査員６人の投
票得点を加え順位を決定。初代グランプリには
庄内ざっこの齋藤翔太さんが輝きました。

櫛引 東京大学フィールドスタディ型政策協働プログラム　成果報告会

櫛󠄁引を中心に市内で調査研究を行い、観
光や果樹栽培等の面から、地域活性化に
向けた課題解決への道筋を提示しました。

２.21

＜農家レストラン 食彩あぐり＞

温海 温海ふれあいセンター おとなの陶芸教室

朝の連続ドラマの影響もあり大人気の企
画。参加者の真剣なまなざしと、形になっ
たときのうれしそうな顔が印象的でした。

３. １

＜温海ふれあいセンター＞
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日
○水　

も
う
そ
う
ま
つ
り
…
10
日
○日　

■時
午

前
10
時
～
午
後
３
時　

■場
・
■問
し
ゃ
り
ん
☎

44
‐
３
２
１
１

あ
つ
み
温
泉
・
温
海
川
河
畔 

夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
４
月
中
旬
～
５
月
上
旬
の
日
没
～
午
後
11

時　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

由
良
海
洋
つ
り
堀
オ
ー
プ
ン

■日
４
月
25
日
○土
～
10
月
18
日
○日
午
前
９
時
～

午
後
５
時　

■費
大
人

…
１
、２
０
０
円（
入

場
の
み
は
１
０
０

円
）　

中
学
生
以
下

…
６
０
０
円　

■問
同

つ
り
堀
☎
73
‐
２
６

６
６　

■他
さ
お
・
餌

の
持
込
み
禁
止

食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾 

一
般
公
開
講
座

■日
４
月
16
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
山
大
農

学
部　

■内「
食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
～
今
農
業

者
が
目
指
す
も
の
、
求
め
ら
れ
る
も
の
～
」

門
間
敏
幸
氏
（
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
）　

■問
同
学
部
内
「
地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
事
務
局
☎
０
７
０
‐
２
０
１

１
‐
５
６
１
５　

■他
講
座
の
前
に
年
間
受
講

者
を
対
象
と
し
た
開
講
式
あ
り

出
羽
三
山
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
入
選
作
品
展

■日
４
月
17
日
○金
～
６
月
22
日
○月
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高

校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学
生

…
２
０
０
円　

■場
・
■問
い
で
は
文
化
記
念
館

☎
62
‐
４
７
２
７

あ
つ
み
温
泉
体
験
工
房 

「
遊
っ
た
り
や
」
オ
ー
プ
ン

■日
４
月
18
日
～
11
月
29
日
の
毎
週
土
曜
・
日

曜
日
、祝
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時
15
分（
平

日
は
要
予
約
）　

■内
し
な
布
の
し
お
り
・
ハ

ー
ブ
せ
っ
け
ん
作
り
、
小
物
の
展
示
・
販
売
、

か
ぶ
漬
け
体
験
（
季
節
限
定
）
等　

■費
３
０

０
円
か
ら　

■問
出
羽
商
工
会
温
海
支
所
内
あ

つ
み
湯
け
む
り
女
子
会
☎
43
‐
２
４
１
１

道
の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん 

旬
菜
・
山
菜
・
も
う
そ
う
ま
つ
り

■日
旬
菜
ま
つ
り
…
４
月
19
日
○日　

山
菜
ま
つ

り
…
25
日
○土
・
26
日
○日
、
５
月
３
日
○日
～
６

売
店
販
売　

■問
同
温
泉
観
光
協
会
☎
35
‐
４

１
１
１　

■他
雨
天
時
内
容
変
更
あ
り

「
日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」の
鶴
岡
公
園 

鶴
岡
桜
ま
つ
り

■日
４
月
上
旬
～
中
旬　

■問
本
所
観
光
物
産
課

☎
内
線
５
６
９　

■他
お
花
見
茶
会
・
和
菓
子

作
り
体
験
は
中
止

▼
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

■
応
募
期
間　

桜
開
花
日
～
５
月
10
日
○日　

■
撮
影
対
象　

市
内
指
定
区
域
の
桜　

■
各

賞　

グ
ラ
ン
プ
リ
、
和
装
賞
等　

■問
鶴
岡
商

工
会
議
所
☎
24
‐
７
７
１
１

▼
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

■日
４
月
上
旬
～
中
旬　

■場
護
国
神
社
前
庭

旧
い
こ
い
の
村
庄
内
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
観
覧
会

■日
４
月
11
日
○土
～
26
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

４
時　

■問
庄
内
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
倶
楽
部

催
し

温
海
の
特
産
品
が
並
ぶ 

あ
つ
み
温
泉
名
物
「
朝
市
」

■日
４
月
１
日
○水
～
11
月
30
日
○月
午
前
５
時
30

分
～
８
時
30
分　

■場
あ
つ
み
温
泉
朝
市
広
場　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

湯
田
川
温
泉 

梅
林
公
園 

梅
ま
つ
り

■日
・
■内
４
月
4
日
○土
午
前
11
時
～
午
後
２
時

30
分
…
女
将
会
に
よ
る
野
だ
て
・
抹
茶
提
供　

５
日
○日
午
前
11
時
…
各
旅
館
特
製
の
花
見
弁

当
販
売　

午
後
１
時
…
湯
田
川
温
泉
神
楽
の

上
演　

両
日
…
鶴
岡
ふ
う
ど
ガ
イ
ド
に
よ
る

市役所電話番号は本紙４ページ・裏表紙をご覧ください

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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田
孟
宗
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ
販
売
（
■時
午
前
11

時
30
分　

■定
先
着
50
人　

■費
食
券
１
、
０
０

０
円
）　

■問
早
田
自
治
会
☎
44
‐
２
１
５
２

も
う
そ
う
汁
、あ
つ
み
温
泉
旅
館
で
入
浴
も
楽
し
め
る 

温
海
嶽
開
山
祭
・
ブ
ナ
の
森
登
山
会

■日
５
月
24
日
○日
午
前
７
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分
（
湯
温
海
地
区
熊
野
神
社
集
合
）　

■定

50
人　

■費
中
学
生
以
上
…
１
、
５
０
０
円

小
学
生
以
下
…
無
料　

■申
５
月
15
日
○金
ま
で

あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

ナ
イ
タ
ー
・
レ
デ
ィ
ー
ス 

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
ナ
イ
タ
ー　

■日
４

月
8
日
～
10
月
28
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後

７
時
30
分　

■定
先
着

35
人　

■費
１
万
６
、

０
０
０
円

▼
レ
デ
ィ
ー
ス　

■日
４
月
14
日
～
10
月
27
日

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時　

■対
経
験
者
先
着

20
人　

■費
１
万
円

▼
共
通　

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

■申

受
講
料
を
添
え
て
練
習
日
に
会
場
へ　

■問
グ

ッ
ド
フ
ァ
ー
マ
ー
技
研
（
大
川
）
☎
29
‐
２

３
１
１ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
４
月
9
日
○木
、
５
月
14
日
○木
午
前
10
時

時
10
分
に
三
瀬
駅
集
合

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

春
の
例
大
祭
奉
納
上
演 

山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎

■日
５
月
３
日
○日
午

後
２
時
～
５
時　

■場
山
五
十
川
古
典

芸
能
伝
承
館　

■内

山
戸
能
…
座
揃
囃

子
、
恋
慕
の
舞
、

式
三
番
、
高
砂　

山
五
十
川
歌
舞
伎

…
平
仮
名
盛
衰
記　

源
太
勘
当
の
場　

■問
山
五
十
川
公
民

館
☎
45
‐
２
９
４

９
「
Ｊ
Ｔ
の
森 

鶴
岡
」森
づ
く
り
活
動

■日
５
月
16
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■場

下
川
地
内
県
道
余
目
加
茂
線
周
辺　

■内
植
林

作
業
等　

■持
軍
手
、
帽
子
等　

■申
４
月
24
日

○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
９

７
へ　

■他
雨
天
決
行

早
田
孟
宗
の
里
ま
つ
り

■日
５
月
17
日
○日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

■場
早
田
公
民
館　

■内
朝
掘
り
孟
宗
等
の
販
売
、

孟
宗
掘
り
体
験
（
■時
午
前
９
時
30
分　

■定
先

着
50
人　

■費
大
人
…
１
、
５
０
０
円
〈
孟
宗

お
土
産
付
き
〉　

小
学
生
以
下
…
50
円
）、
早

旬
～
５
月
上
旬
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■場

同
茶
屋　

■内
旬
の
山
菜
等
地
元
農
産
物
販
売

▼
か
た
く
り
園　

■日
４
月
下
旬　

■費
大
人
１

０
０
円　

■他
同
茶
屋
で
要
受
付

▼
水
芭
蕉
園　

■日
４
月
下
旬
～

5
月
上
旬　

■費

大
人
１
０
０
円　

■他
同
茶
屋
で
要

受
付

▼
共
通　

■申
同

茶
屋
☎
47
‐
２

５
８
８

期
間
中
の
土
曜
・
日
曜
日
は
特
設
テ
ン
ト
市
場
も
開
設

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー「
山
菜
ま
つ
り
」

■日
４
月
下
旬
～
５
月
下
旬
午
前
10
時
30
分
～

午
後
２
時　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎

58
‐
１
４
５
５

早
田
孟
宗
直
売
所「
産
直
わ
さ
だ
」

■日
５
月
２
日
○土
～
17
日
○日
の
午
前
８
時
30
分

～
10
時
30
分　

■場
早
田
地
内
国
道
７
号
駐
車

帯
付
近　

■内
新
鮮
な
朝
掘
り
孟も

う
そ
う宗
の
量
り
売

り　

■問
早
田
自
治
会
☎
44
‐
２
１
５
２

や
ま
が
た
百
名
山 

藤
倉
山
開
山
祭
登
山

■日
５
月
３
日
○日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
（
水
無
神
社
〈
三
瀬
地
区
〉
集
合
）

■費
１
、
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

■持
昼
食
等　

■問
藤
倉
山
ブ
ナ
林
保
存
会

■他
集
合
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
午
前
８

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ′
ｓ 

ゼ
ロ
か
ら
始

め
る
サ
ル
サ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■日
４
月
25
日
○土
午
後
６
時　

■場
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ

Ｉ
ｎ　

Ｏ
ｎ
ｅ　

■費
１
、
５
０
０
円　

■申
サ

ル
サ
友
の
会

４
月
26
日
○日
～
５
月
17
日
○日 

ふ
じ
の
花
ま
つ
り

■
イ
ベ
ン
ト
開
催
日　

５
月
９
日
○土
・
10
日

○日　

■場
藤
島
体
育
館
周
辺
、
藤
島
歴
史
公
園

（
H 

i 

s 

u
花
）　

■内
ふ
じ
の
花
盆
栽
展
、
出

店
・
屋
台
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
呈
茶
、
働

く
車
の
展
示
・
試
乗
、
ふ
じ
の
花
芸
術
文
化

展
等　

■問
ふ
じ
し
ま
観
光
協
会
☎
64
‐
２
２

２
９
ま
た
は
藤
島
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
64
‐

５
８
１
１
へ　

■他
同
観
光
協
会
・
市
HP

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
鶴
岡　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

■日
４
月
29
日
○水
午
前
７
時
30
分　

■場
湯
の
浜

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ　

■費
２
、
０
０
０
円

■申
４
月
15
日
○水
ま
で

開
園
時
は
の
ぼ
り
旗
を
立
て
ま
す 

下
田
沢
か
た
く
り
園 

開
園

■日
４
月
下
旬
～
５
月
上
旬　

■問
朝
日
庁
舎
産

業
建
設
課
☎
53
‐
２
１
２
０　

■他
市
HP

出
羽
街
道
路
乃
茶
屋
「
キ
ラ
リ
」 

か
た
く
り
園
・
水
芭
蕉
園

▼
か
た
く
り
・
水
芭
蕉
ま
つ
り　

■日
４
月
下

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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■費
３
１
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐

２
１
４
３

が
ん
患
者
と
家
族
の
た
め
の

「
ほ
っ
と
広
場
」

■日
４
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■内「
が
ん

に
関
わ
る
薬
に
つ
い
て
」
五
十
嵐
康
郎
（
同

院
薬
剤
師
）、
茶
話
会　

■申
同
院
内
緩
和
ケ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐

５
１
８
０

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
赤
川
土
手
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク　

■日
４
月
18

日
○土
午
後
３
時（
桜
ハ
ウ
ス
あ
か
が
わ
集
合
）

■場
桜
ハ
ウ
ス
あ
か
が
わ
→
赤
川
左
岸
土
手
→

羽
黒
橋
→
右
岸
土
手
→
三
川
橋
→
起
点
（
５

㎞
）　

■申
４
月
６
日
○月
～
13
日
○月

▼
西
目
大
佛　

荒
倉
を
訪
ね
て　

■日
４
月
29

日
○水
午
前
９
時
（
金
山
公
民
館
集
合
。
送
迎

バ
ス
は
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
）　

■場

東
源
寺
→
荒
倉
山
→
荒
倉
神
社
→
同
館
（
７

㎞
）　

■持
コ
ッ
プ
、
お
わ
ん
、
箸　

■申
４
月

13
日
○月
～
20
日
○月

▼
ふ
じ
の
花
ウ
ォ
ー
ク　

■日
５
月
9
日
○土
午

前
10
時
（
藤
島
庁
舎
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
９

時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
）　

■場
藤
島
庁
舎

→
藤
島
体
育
館
→
藤
島
駅
→
藤
島
倉
庫
→
六

所
神
社
→
藤
島
城
址し

→
東
田
川
文
化
記
念
館

→
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
（
７
㎞
）　

■持
軽
食
、
コ
ッ
プ　

■申
４
月
24
日
○金
～
５
月

１
日
○金　

■他
ち
ゃ
ん
こ
鍋
の
振
る
舞
い
あ
り

▼
共
通　

■定
１
０
０
人　

■費
１
、
０
０
０
円　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
交
流
や
相
談
、
介
護
者
交
流　

■費

１
０
０
円　

■申
各
日
２
日
前
ま
で
本
所
長
寿

介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
４
月
13
日
○月
、
５
月
11
日
○月
午
後

７
時

▼
藤
島
体
育
館（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日
４

月
・
５
月
の
毎
週
２
回　

■時
午
後
２
時
・
７

時　▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

４
月
9
日
○木
、
５
月
14
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
４
月
21
日
○火
午
後
２
時
30
分
、

５
月
19
日
○火
午
後
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
１
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
膀
胱

保
有
者
）
の
集
い 

交
流
・
相
談
会

■日
４
月
15
日
○水
午
後
1
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
オ
ス
ト
メ
イ
ト
及
び
関
心
の
あ
る

方　

■内
心
配
事
や
普
段
工
夫
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
情
報
交
換　

■問
庄
内
オ
ス
ト
メ
イ
ト

家
族
会
事
務
局

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ 

利
用
資
格
講
習
会

■日
４
月
17
日
○金
、
５
月
13
日
○水
・
22
日
○金
、

６
月
３
日
○水
午
後
７
時　

■対
高
校
生
以
上　

費
含
む
）　

■申
４

月
23
日
○木
・
24
日

○金
午
後
５
時
～
７

時
に
小
真
木
原
野

球
場
へ　

■他
申
込

み
用
紙
は
同
球
場
に
設
置

県
立
高
校
の
体
育
施
設
を 

開
放
し
ま
す

▼
加
茂
水
産
高
校
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
）　

■日
５
月
～
来
年
３
月
の
火
曜
・
木
曜
日
午
後

７
時
～
９
時　

■費
全
面
…
３
、
８
６
０
円　

半
面
…
１
、
９
２
０
円　

■申
同
校
☎
33
‐
３

０
３
１　

▼
共
用
体
育
館
（
卓
球
場
）　

■日
５
月
～
来

年
３
月
の
火
曜
・
木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時　

■場
旧
鶴
岡
家
政
高
校　

■費
９
５
０
円　

■申
鶴

岡
工
業
高
校
☎
22
‐
５
５
０
５　

▼
共
用
グ
ラ
ウ
ン
ド　

■日
５
月
～
11
月
の
月

曜
～
金
曜
日
午
後
３
時
ま
で
（
要
相
談
）

■場
新
形
町
・
錦
町
地
内　

■費
１
、
９
２
０
円　

■申
鶴
岡
北
高
校
☎
25
‐
４
７
５
２　

▼
共
通　

■対
通
年
利
用
す
る
10
人
以
上
の
団

体　

■
使
用
可
能
な
種
目　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
（
共
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
等　

■申
４
月

10
日
○金
ま
で

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー　

夜
コ
ー
ス
（
全
８
回
）

■日
６
月
２
日
○火
・
11
日
○木
・
23
日
○火
～
26
日

○金
（
24
日
○水
を
除
く
）
の
い
ず
れ
か
１
日
、

７
月
９
日
○木
・
16
日
○木
・
30
日
○木
、
８
月
６

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
小
学

生
以
下
保
護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
は
要
予
約

市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会

■日
５
月
17
日
○日
午
前
９
時　

■場 

Ｊ
Ｔ
の
森
鶴

岡
（
旧
い
こ
い
の
村
庄
内
周
辺
）　

■費
１
、

５
０
０
円　

■申
４
月
22
日
○水
ま
で
同
大
会
事

務
局認

知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
５
月
23
日
○土
午
前
10
時　

■場
温
海
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー　

■内
講
演
「
認
知
症
を
知
る
～

認
知
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら
～
」
富
樫
千
代

美
（
荘
内
病
院
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
）、

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
「
認
知
症
関
連

事
業
に
つ
い
て
」　

■申
５
月
21
日
○木
ま
で
本

所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

鶴
岡
モ
ー
ニ
ン
グ
野
球
大
会

■日
５
月
27
日
○水
か
ら　

■内
４
チ
ー
ム
ず
つ
で

の
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

■費

１
万
３
、
０
０
０
円
（
開
会
式
後
の
懇
親
会

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。
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午
前
9
時　

■場
同
教
室
練
習
場
（
三
川
町
）　

■対
５
歳
児
～
高
校
生　

■費
月
額
１
、
０
０
０

円　
青
少
年
の
心
身
の
修
練
と
基
礎
運
動
能
力
の
向
上
等
に 

「
躰
道
教
室
」体
験
入
門（
１
か
月
間
無
料
）

■日
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
木
曜
日
午
後
７
時

■場
鶴
岡
五
中
、
朝
暘
武
道
館　

■対
幼
児
～
青

少
年　

■申
稽
古
日
に
会
場
へ　

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会 

会
員
募
集

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対
幼
児
、

学
童
、
成
人　

■費
月
額
４
、

９
５
０
円
（
別
途
年
会
費

２
、
２
０
０
円
）　

■申
同

協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
無
料
体
験
可
、
HP

子
育
て
・
子
供
向
け

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■日
４
月
８
日
・
15
日
・

22
日
、
５
月
13
日
・

20
日
・
27
日
、
６
月

３
日
の
水
曜
日
午
前

10
時
～
正
午　

■場
に

こ
♥

ふ
る　

■定
各
日
先
着
２
人　

■対
市
内
在

住
の
授
乳
期
の
母
親　

■持
母
子
健
康
手
帳
、

お
出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
健
康
課
☎
内
線

３
７
４

を
開
催
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ン
ポ
ン
、
健

康
教
室
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き

矢
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
よ
さ
こ
い
総
踊

り
、
う
た
ご
え
喫
茶
室
等　

■費
高
校
生
以
上

…
２
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
、
０

０
０
円　

■他
開
催
日
等
は
要
問
合
せ

▼
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
in
鶴
岡
参

加
事
業　

く
し
ス
ポ

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
交
流
大
会　

■日
５

月
27
日
○水
午
前
９
時　

■場
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
場　

■定
先
着
50
人　

■費
３
０
０
円　

■申

５
月
８
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■申
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同

ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１

鶴
岡
持
久
走
ク
ラ
ブ 

会
員
募
集

■日
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
30
分
、
毎
週
土
曜

日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
陸
上
競
技
場

■対
小
学
２
年
生
～
中
学
生
（
中
学
生
は
要
問

合
せ
）　

■費
３
か
月
２
、
０
０
０
円
（
別
途

年
間
保
険
料
１
、
４
５
０
円
）　

力
や
体
力
に
関
係
な
く
誰
で
も
で
き
る
武
道
で
す 

鶴
岡
市
少
林
寺
拳
法
協
会 

会
員
募
集

■他
練
習
日
時
・
会
場
等
は
要
問
合
せ

庄
内
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

教
室 
会
員
募
集

■日
毎
週
日
曜
日
、
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

午
後
５
時
30
分
…
初
級
（
４
歳
児
～
小
学
２

年
生
）　

６
時
30
分
…
普
及
（
小
学
２
年
～

６
年
生
）　

■場
朝
暘
武
道
館

▽
き
っ
ず
・
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド　

■日
木
曜
日
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体

育
館　

■対
小
学
生
以
上

▽
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス　

■日
金
曜

日
午
後
６
時
45
分　

■場
チ
ャ
ン
ネ
ル
ｉ
ス
タ

ジ
オ　

■対
年
長
以
上

▽
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
（
硬
式
）　

■日
土
曜
日

午
後
３
時　

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等　

■対
小
学
２
年
生
以
上

▽
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上　

■日
日
曜
日
午
前
９
時
30

分　

■場
小
真
木
原
陸
上
競
技
場　

■対
小
学
３

年
生
以
上

▽
共
通　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円
（
別
途
登

録
年
会
費
１
、
０
０
０
円
）　

■他
各
コ
ー
ス

無
料
体
験
可

▼
ゴ
ル
フ
教
室

■日
毎
週
火
曜
日
午
後
３
時　

■場
鶴
岡
ゴ
ル
フ

ガ
ー
デ
ン　

■費
６
、０
０
０
円
（
４
回
分
〈
別

途
登
録
年
会
費
１
、
０
０
０
円
〉）

▼
七
ヶ
宿
町
「
水
・
浪
漫
街
道
ハ
イ
キ
ン
グ
」　

■日
５
月
９
日
○土
午
前
７
時
～
午
後
７
時
（
小

真
木
原
公
園
集
合
）　

■場
玉
ノ
木
原
水
芭
蕉

群
生
地
（
宮
城
県
七
ヶ
宿
町
）
→
滑
津
大
滝

周
辺
→
や
ま
び
こ
吊
り
橋　

■定
先
着
20
人

■費
８
、
５
０
０
円　

■持
保
険
証
等　

■申
４
月

24
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

▼
令
和
２
年
度
会
員　

■内
通
年
で
定
期
教
室

日
○木
・
20
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
昭
和
26
年
４
月

２
日
～
56
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
次
の
全

て
に
該
当
す
る
方
50
人　

①
肥
満
解
消
の
た

め
に
減
量
し
た
い
方　

②
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指

数
）
が
24
～
30
の
方
ま
た
は
腹
囲
が
85
㎝
以

上
の
男
性
、
90
㎝
以
上
の
女
性
（
医
師
か
ら

運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
。
服
薬

中
の
方
は
医
師
に
要
相
談
）　

③
全
日
程
に

参
加
可
能
な
方　

④
こ
れ
ま
で
に
同
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方　

■内
健
康
度

・
形
態
測
定
、
運
動
実
技
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等
）、
健
康
学
習
（
食
生

活
や
運
動
、
体
の
仕
組
み
等
）、
生
活
習
慣

に
関
す
る
個
別
相
談　

■費
１
、
５
０
０
円　

■申
５
月
11
日
○月
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
９
へ　

■他
市
HP

小
真
木
原
総
合
体
育
館 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
無
料
開
放

　

各
種
大
会
等
開
催
時

及
び
年
末
年
始
（
12
月

29
日
～
1
月
3
日
）
を

除
き
年
間
を
通
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

■時
午
前
10
時
～
午
後
９
時　

■問
鶴
岡
市
体
育

協
会
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
清
掃
で
利
用
で

き
な
い
時
間
あ
り

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

▼
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス　

▽
レ
ッ
ツ
器
械
体
操　

■日
水
曜
日　

■時
・
■内

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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○土
午
前
９
時
30
分
（
同
館
集
合
）　

■場
庄
内

空
港　

■対
小
学
生
先
着
15
人　

■申
４
月
13
日

○月
～
24
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■持
弁
当
等　

■申
同
館
☎
38
‐
０
２

６
０妊

娠
・
出
産
・
育
児
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す

プ
レ
マ
マ
教
室

▼
Ａ
コ
ー
ス　

■日
４
月
18
日
○土　

■内
助
産
師

・
保
健
師
の
講
話
、
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
生
活

体
験
、
父
親
妊
婦
体
験　

▼
Ｂ
コ
ー
ス　

■日
５
月
16
日
○土　

■内
助
産
師

・
保
健
師
の
講
話
、
も
く
浴
の
見
学
、
赤
ち

ゃ
ん
の
人
形
で
お
世
話
の
体
験

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■対
市
内
在
住
の
妊
娠
８
か
月
ま
で
の
妊

婦
と
そ
の
家
族
各
日
先
着
10
人　

■持
母
子
健

康
手
帳
、
同
別
冊　

■申
各
日
３
日
前
ま
で
健

康
課
☎
内
線
３
７
４
へ

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
企
画 

〝
作
っ
て
遊
ぼ
う 

こ
ど
も
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
〟

■日
５
月
２
日
○土
・
３
日
○日
午
前
10
時
～
正
午　

■対
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
の
子
供
と
そ
の
保

護
者　

■内
こ
ど
も
の
日
に
ち
な
ん
だ
作
品
制

作　

■場
・
■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29

‐
０
２
６
０

離
乳
食
教
室 

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
５
月
15
日
○金
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
令
和
元
年
６
月
～
８

月
生
ま
れ
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
離
乳
食
の
進
め
方
・
調
理
実
習
・
試
食
、

栄
養
士
の
個
別
相
談　

■費
１
組
５
０
０
円

■持
大
人
…
母
子
健
康

手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾　

子
供
…
甘

く
な
い
飲
み
物
、
食

事
用
エ
プ
ロ
ン
、
手

拭
き
、
ス
プ
ー
ン
、

お
出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
５
月
８
日
○金
ま

で
健
康
課
☎
内
線
３
７
５
へ

稲
を
植
え
る
・
刈
り
取
る
・
食
べ
る
こ
と
の
体
験
学
習 

わ
ん
ぱ
く
農
業
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■日
５
月
～
11
月
の
土
曜
日
午
前
（
月
１
回
）　

■場
山
大
農
学
部
附
属
や
ま
が
た
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
タ
ー　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内

町
に
在
住
の
小
学
３
年
～
６
年
生
と
そ
の
保

護
者
30
組　

■費
８
０
０
円　

■申
４
月
20
日
○月

ま
で
同
学
部
高
坂
農
場
☎
24
‐
２
２
７
８
へ　

■他
市
HP親

子
で
す
ご
す 

〝
キ
ッ
ズ
ア
ト
リ
エ
〟

■日
毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
（
12

月
は
休
み
）　

■対
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
の

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
乳
幼
児
行
事「
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
」

■日
４
月
17
日
○金
午
前
10
時　

■場
同
館　

■対
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
手
形
ア
ー
ト
、
触

れ
合
い
遊
び　

■申
４
月
１
日
○水
～
16
日
○木

▼
つ
る
お
か
歴
史
散
歩
「
さ
く
ら
満
開
!
鶴

岡
の
歴
史
を
た
ど
ろ
う
」　

■日
４
月
18
日
○土

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時　

■場
鶴
岡
天
満

宮
周
辺　

■対
小
学
生
先
着
10
人　

■持
弁
当　

■申
4
月
１
日
○水
か
ら

▼
自
然
体
験
活
動
「
ス
プ
リ
ン
グ
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
㏌
遊
佐
」  

■日
５
月
９
日
○土
午
前
９

時
～
午
後
4
時
（
同
館
集
合
）　

■場
遊
佐
海

岸
周
辺　

■対
小
学
生
先
着
15
人　

■内
猛
禽き

ん

類

の
観
察
、
昆
虫
探
し
等　

■持
弁
当　

■申
４
月

１
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ 

公
開
工
作
教
室

■日
４
月
18
日
○土
午
前
９
時　

■場
秋
山
鉄
工
㈱

日
本
国
工
場　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先

着
15
組　

■申
４
月
１
日
○水
～
10
日
○金
に
学
校

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５
へ

大
山
児
童
館
の
催
し

▼
ほ
と
り
あ
（
高
館
山
）
春
の
里
山
歩
き　

■日
４
月
18
日
○土
午
前
９
時
30
分（
同
館
集
合
）　

■場
高
館
山　

■対
小
学
生
先
着
15
人　

■申
４
月

10
日
○金
ま
で

▼
庄
内
空
港
お
し
ご
と
見
学　

■日
５
月
16
日

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
４
月
９
日

○木　

②
５
月
14
日
○木
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
未
就
園
児（
①
令
和
元
年
10
月
～

12
月
生
ま
れ　

②
元
年
11
月
～
２
年
１
月
生

ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎

え
る
妊
婦　

■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
上

野
和
佳
氏
）　

②
触
れ
合
い
遊
び　

①
②
テ

ィ
ー
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
４
月

６
日
○月
ま
で　

②
４
月
10
日
○金
～
５
月
11
日

○月▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ

ー
（
自
由
来
館
型
遊
び

場
な
か
よ
し
広
場
休
日

午
前
開
放
）　

■日
４
月

12
日
○日
、
５
月
９
日
○土

午
前
９
時
～
正
午　

■場

に
こ
♥

ふ
る

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
４
月
21
日
○火

②
５
月
22
日
○金
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
未
就
園
児
（
①
平
成
31
年
４
月
～
令
和
元

年
９
月
生
ま
れ　

②
元
年
５
月
～
10
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者　

■内
①
歌
と
体
操　

②

３
Ｂ
体
操
（
五
十
嵐
き
み
子
氏
）　

■持
バ
ス

タ
オ
ル　

■申
①
４
月
16
日
○木
ま
で　

②
４
月

22
日
○水
～
５
月
19
日
○火

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座　

■日

４
月
23
日
○木
午
前
10
時　

■場
第
三
学
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
未
就
学
児
が
い
る

転
入
家
庭
の
親
子
先
着
10
組

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。
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子
供
と
そ
の
保
護
者　

■内
紙
や
画
材
、
は
さ

み
等
を
使
っ
た
自
由
な
創
作
活
動
体
験　

■場

・
■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２

６
０施

設
の
催
し

致
道
博
物
館

▼
山
口
吉
彦
ア
マ
ゾ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

ソ

ー
ニ
ョ
ス
・
ジ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
‐
と
も
に
生

き
る
森
‐　

■日
４
月
３
日
○金
～
５
月
13
日
○水

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分　

■内「
自
然
と

文
化
の
調
和
」
を
題
材
に
民
族
・
自
然
資
料

を
特
選

▽
記
念
講
演
会
「
山
口
吉
彦
さ
ん
の
夢
も
の

が
た
り
」
　
■日
４
月
18
日
○土
午
後
２
時
　
■対

先
着
60
人　

■内
山
口
吉
彦
氏
の
こ
れ
ま
で
を

振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
　
■師
中
牧

弘
允
氏
（
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
授
）　

■申
同
館

▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
楽
器
の
声
を
森
に
か

え
す
」
　
■日
５
月
２
日
○土
午
後
２
時
　
■定
小

学
生
以
上
先
着
20
人　

■内
楽
器
を
弾
い
て
ア

マ
ゾ
ン
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
作
る
　
■師
是
恒
さ
く
ら
氏

（
美
術
家
）、
白
丸
た
く
卜
氏
（
音
楽
家
）　

■申
同
館

▽
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
「
み
る
・
き
く
・
つ

く
る　

私
の
ア
マ
ゾ
ン
」
　
■日
５
月
３
日
○日

～
６
日
○水
午
後
２
時
　
■内
展
覧
会
の
説
明
、

ア
マ
ゾ
ン
風
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
　

▽
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
「
山
口
吉
彦
氏
が
語
る
ア

マ
ゾ
ン
の
夢
」
　
■日
５
月
９
日
○土
午
後
２
時　

■内
生
涯
を
か
け
て
追
い
求
め
た
「
ア
マ
ゾ
ン

の
夢
」
を
語
る
　
■師
山
口
吉
彦
氏
、
山
口
考

彦
氏
（
ア
マ
ゾ
ン
資
料
館
）、
成
瀬
正
憲
氏

（
日
知
舎
）　

▼
共
通　

■費
大
人
…
８
０
０
円　

学
生
…
４

０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円　

■場
・

■問
致
道
博
物
館
☎
22
‐
１
１
９
９

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
春
の
散
策
会　

■日

４
月
４
日
○土
・
５
日

○日
・
12
日
○日
・
18
日

○土
・
19
日
○日
・
午
前

９
時
（
同
館
集
合
）　

■定
各
日
先
着
10
人　

■費
２
０
０
円　

■申
各

日
２
日
前
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
お
味
噌
づ
く
り　

■日
４
月
４
日
○土
午
後
２

時　

■定
10
組　

■費
２
、
０
０
０
円　

■持
み
そ

を
入
れ
る
容
器　

■他
要
予
約

▽
水
辺
の
い
き
も
の
探
し
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド

事
業　

■日
４
月
18
日
○土
か
ら

▽
高
館
山
の
巨
木
に
会
い
に
行
こ
う
！
～
里

山
よ
う
ち
え
ん
♪
～　

■日
４
月
18
日
○土
午
前

10
時
～
午
後
２
時　

■定
３
歳
～
５
歳
児
と
そ

の
保
護
者
６
組　

■師
上
山
剛
司
（
同
館
学
芸

員
）　

■費
１
組
５
０
０
円　

■他
要
予
約

▽
い
き
も
の
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
の
エ
コ
バ
ッ

ク
づ
く
り　

■日
４
月
25
日
○土
午
前
10
時
～
午

後
３
時　

■費
５
０
０
円　

▽
ほ
と
り
あ
特
製
ピ
ザ
づ
く
り　

■日
５
月
４

日
○月
午
前
10
時
・
11
時
30
分
、
午
後
１
時　

■定
各
回
８
人　

■費
１
枚
３
０
０
円　

■他
要
予

約▽
い
き
も
の
み
っ
け
♪　

■日
５
月
５
日
○火
午

前
10
時
、
午
後
１
時

▼
ほ
と
り
あ
学
習
発
表
会　

■日
４
月
５
日
○日

午
前
9
時
30
分

▼
里
地
里
山
学
第
5
講
「
鶴
岡
市
の
カ
タ
ク

リ
」　

■日
４
月
５
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■定

30
人　

■費
寄
附
制　

■他
要
予
約

▼
展
示　

■日
春
を
つ
げ
る
花
た
ち
…
４
月
６

日
○月
～
５
月
４
日
○月　

切
手
で
見
る
野
鳥
の

世
界
展
…
４
月
11
日
○土
～
５
月
31
日
○日

▼
自
然
観
察
会
「
ほ
と
り
あ
周
辺
の
ス
ミ
レ

学
習
会
」　

■日
４
月
11
日
○土
午
前
９
時
30
分

～
午
後
２
時
30
分　

■定
20
人　

■師
富
樫
捷
士

氏
（
自
然
観
察
指
導
員
）　

■持
弁
当　

■申
４

月
９
日
○木
ま
で

▼
歴
史
探
訪
会「
春
の
加
茂
坂
峠
を
歩
こ
う
」　

■日
４
月
11
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

30
分　

■定
20
人
　
■費
３
０
０
円　

■持
弁
当　

■申
４
月
９
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

■他
５
月
７
日
○木
は
休
館

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
第
１
期
常
設
展
示「
春
夏
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

～
今
井
繁
三
郎
《
月
山
》、
齋
藤
求
《
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
畑
》
な
ど　

■日
４
月
４
日
○土
～
６

月
28
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分　

■内

市
所
蔵
の
美
術
作
品
の
展
示

▼
特
別
展
覧
会
「
岸
田
劉
生
展
‐
写
実
か
ら

写
意
へ
‐｣

　

■日
４
月
18
日
○土
～
５
月
31
日

○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
金
曜
・
土
曜
日

は
午
後
６
時
ま
で
）　

■内
娘
の
麗
子
を
描
い

た
作
品
を
は
じ
め
、
風
景
画
、
装
丁
画
、
静

物
画
な
ど
約
１
６
０
点
を
紹
介　

■費
大
人
…

５
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料

▽
開
幕
記
念
ト
ー
ク
　
■日
４
月
18
日
○土
午
後

２
時　

■師
長
谷
川
徳
七
氏
（
日
動
美
術
財
団

理
事
長
）

▽
担
当
学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
　
■日

４
月
26
日
○日
、
５
月
17
日
○日
午
後
２
時　

■持

観
覧
券

▽
講
演
会　

■日
５
月
10
日
○日
午
後
２
時　

■内

「
岸
田
劉
生
の
油
彩
画
と
装
丁
」
農
澤
美
穂

子
氏
（
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
学
芸
員
）

▼
個
人
制
作
の
た
め
の
〝
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ

エ
〟　

■日
毎
月
第
２
・
第
４
（
12
月
は
第
１
・

第
２
）
日
曜
日
午
後
１
時
～
５
時　

■対
中
学

生
以
上　

■内
個
人
の
制
作
活
動
の
た
め
に
ア

ト
リ
エ
を
開
放　

■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０

円　

中
学
生
…
無
料

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
楽
焼
教
室　

■日
４
月
７
日
○火
・
８
日
○水
、

５
月
12
日
○火
・
13
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午

後
２
時

▼
絵
て
が
み　

■日
４
月
８
日
・
15
日
、
５
月

13
日
・
20
日
・
27
日
の
水
曜
日
午
前
10
時

▼
趣
味
の
会　

■日
４
月
８
日
・
22
日
、
５
月

13
日
・
27
日
の
水
曜
日
午
後
１
時

▼
健
康
相
談　

■日
４
月
9
日
・
16
日
・
23
日

の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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メ
ン
ト
教
室　

■日
４
月
12
日
○日
午
後
１
時
30

分　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
基
礎
か
ら
学
ぶ
鶴
岡
の
笹
巻
づ
く
り　

■日

４
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■費
１
、
２
０

０
円

▼
米
粉
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り　

■日
４

月
20
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■費
２
、
５
０
０

円　

■師
松
本
麻
理
氏
（
米
粉
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

▼
海
藤
道
子
さ
ん
の
お
料
理
教
室　

■日
４
月

28
日
○火
午
前
10
時　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
４
月
２
日
○木
か
ら
ふ
じ
し

ま
市
場
た
わ
ら
や
☎
64
‐
３
０
９
３
へ

社
会
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
で
読
み
解
き
未
来
に
活
か
す 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
白
熱
教
室

■日
４
月
12
日
○日
午
前
10
時　

■場
公
益
大
大
学

院　

■定
20
人　

■内
家
族
制
度
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー　

■師
伊
藤
眞
知
子
氏
（
公
益
大
教
授
）　

■費
５

０
０
円　

■問
庄
内
ち
ぇ
り
あ

ガ
ー
デ
ン
セ
ラ
ピ
ー
講
座

■日
・
■内
・
■費
▽
４
月
21
日
○火
…
癒
し
と
健
康

に
繋
が
る
ガ
ー
デ
ン
セ
ラ
ピ
ー
を
始
め
よ
う

（
１
、
５
０
０
円
）　

▽
５
月
19
日
○火
…
自
己

治
癒
力
を
高
め
る
ハ
ー
ブ
を
取
り
入
れ
寄
せ

植
え
し
て
み
よ
う
（
３
、
０
０
０
円
）　

▽

６
月
16
日
○火
…
五
感
で
楽
し
む
癒
し
の
お
庭

を
実
際
に
体
感
し
て
み
よ
う
（
１
、
５
０
０

円
）　

■時
午
前
10
時　

■定
各
回
先
着
10
人　

■持
エ
プ
ロ
ン
等　

■場
・
■申
四
季
彩
テ
ラ
ス
☎

０
８
０
‐
２
２
３
２
‐
２
６
０
３

せ
か
い
の
台
所　
中
国
料
理 

～
き
み
か
さ
ん
の
台
所
～

■日
４
月
25
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
趙
萍
氏（
中
国
四
川
省
出
身
）　

■費

１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
４
月
４
日
○土
か
ら

出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験 

準
備
講
習
会

■日
丙
種
…
５
月
12
日
○火　

乙
種
第
４
類
…
13

日
○水
・
14
日
○木
（
２
日
間
）　

■場
・
■申
４
月

13
日
○月
～
５
月
11
日
○月
に
消
防
本
部
予
防
課

22
‐
８
３
３
２
へ　

■他
申
込
書
は
消
防
本
部
、

消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
５
月
17
日
○日
午
前
９

時
30
分　

■場
消
防
本
部　

■定
50
人　

■内
成
人
に
対

す
る
心
肺
蘇そ

生
法　

■申

４
月
19
日
○日
～
５
月
10

日
○日
に
消
防
署
警
備
課

☎
22
‐
８
３
３
１
ま
た
は
消
防
各
分
署
へ　

■他
テ
キ
ス
ト
を
希
望
す
る
方
は
２
０
０
円

女
性
セ
ン
タ
ー
の
講
座 

旬
の
味
を
楽
し
む
山
菜
料
理

■日
５
月
19
日
○火
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
20
人　

■師
遠
藤
初
子
氏
（
山
菜

卸
問
屋
遠
藤
商
店
）　

■費
１
、
５
５
０
円　

■場
・
■申
４
月
７
日
○火
～
24
日
○金
に
同
セ
ン
タ

■持
昼
食
等　

■申
４
月
22
日
○水
ま
で

▼
ク
ラ
フ
ト
体
験
４
ｄ
ａ
ｙ
ｓ　

■日
５
月
１

日
○金
～
４
日
○月
午
前
10
時
、
午
後
１
時
30
分　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■内
木
っ
端
ク
ラ
フ
ト
・
自

然
木
の
鉛
筆
作
り
（
１
０
０
円
）、桜
染
（
５

０
０
円
）
等

▼
て
く
て
く
観
察
会　

■日
５
月
２
日
○土
～
５

日
○火
午
前
９
時
30
分
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■内
同
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
散
策
等

▼
よ
も
ぎ
餅
つ
き　

■日
５
月
５
日
○火
午
前
11

時
30
分　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
１
０
０

人　

■持
器
、
箸
（
貸
出
し
は
１
０
０
円
）

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

創
造
の
森
交
流
館

▼「
麻
雀
笑
楽
交
」
健
康
麻
雀　

■日
４
月
22

日
、
５
月
13
日
・
20
日
・
27
日
の
水
曜
日
午

前
９
時
30
分　

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５

５

講
座
・
講
習
会

ふ
じ
し
ま
市
場 

た
わ
ら
や
教
室

▼
ベ
ッ
ダ
シ
チ
リ
ア　

古
門

シ
ェ
フ
の
イ
タ
リ
ア
教
室　

■日
４
月
10
日
○金
午
前
10
時　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
日
本
料
理
わ
た
な
べ　

美
味
し
い
日
本
料

理
教
室　

■日
４
月
11
日
○土
午
前
10
時　

■費
３
、

０
０
０
円

▼
プ
ロ
も
習
う
花
蔵
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

６
６道

の
駅
「
月
山
」 

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

▼
庄
内
の
昆
虫
展　

■日
４
月
11
日
○土
～
５
月

31
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■費
大
人
…

４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
５
０
円　

幼

児
…
１
０
０
円　

▼
か
た
く
り
園
開
園　

■日
４
月
中
旬
～
下
旬

▼
共
通　

■場
・
■問
月
山
あ
さ
ひ
振
興
公
社
☎

53
‐
３
４
１
１　

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
新
緑
の
庄
内
ア
ル

プ
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
４
月
12
日
○日
午

前
８
時
～
午
後
３
時

（
由
良
海
岸
駐
車
場
集
合
）　

■場
加
茂
→
荒
倉

山
→
由
良
（
８
㎞
）　

■定
先
着
25
人　

■費
大

人
…
１
、
２
０
０
円　

子
供
…
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
４
月
８
日
○水
ま
で

▼
野
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
で
春
を
感
じ
よ
う　

■日
４
月
18
日
○土
午
前
８
時
（
大
山
公
園
駐
車

場
集
合
）　

■内
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
同

公
園
散
策　

■師
太
田
威
氏
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
カ

メ
ラ
マ
ン
）　

■費
大
人
…
１
０
０
円　

子
供

…
無
料　

■持
双
眼
鏡
（
貸
出
し
あ
り
）
等　

■申
４
月
15
日
○水
ま
で

▼
春
を
五
感
で
感
じ
よ
う　

■日
４
月
25
日
○土

午
前
９
時
～
午
後
１
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
25
人　

■内
道
端
の
草
を
摘
み
自
然
を

楽
し
む　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

子
供
…
無

料　

■師
芳
賀
竹
志
氏（
月
山
山
頂
小
屋
主
人
）　

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。
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22

39
年
生
ま
れ（
数
え
年
57
歳〈
道
真
公
が
大
宰

府
に
配
流
さ
れ
た
と
き
の
年
齢
〉）の
男
性
1

人　

■内
天
神
は
ん
く
ね
り
の
中
で
時
代
衣
装

を
着
て
練
り
歩
く　

■申
４
月
16
日
○木
ま
で
本

所
観
光
物
産
課
内
「
同
祭
実
行
委
員
会
」
事

務
局
☎
内
線
５
６
９
へ

▼
親
子
化
け
も
の
に
な
ろ
う
！　

■日
５
月
25

日
○月　

■対
年
長
児

と
そ
の
保
護
者
先

着
60
組
（
２
人
１

組
）　

■申
鶴
岡
地

域
の
各
幼
稚
園
・

保
育
園　

■他
お
菓

子
等
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
あ
りホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

■日
６
月
５
日
○金
～
17
日
○水
（
12
泊
13
日
）

■対
部
屋
・
食
事
（
１
日
２
食
）
の
提
供
、
出

羽
庄
内
国
際
村
等
へ
の
朝
夕
の
送
迎
が
可
能

な
家
庭　

■内
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州
か
ら

の
訪
問
団
（
青
少
年
16
人
、
引
率
者
１
人
）

の
受
入
れ　

■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他

食
事
代
支
給
。
受
入
れ
期
間
や
送
迎
時
間
等

は
相
談
可

国
際
交
流
・
協
力
事
業
を
行
う
団
体
を
応
援
し
ま
す

民
間
国
際
交
流
団
体
活
動
推
進
支
援
助
成
事
業

■対
地
域
の
国
際
化
推
進
に
取
り
組
む
県
内
の

非
営
利
の
民
間
団
体
が
令
和
２
年
度
内
に
実

施
す
る
事
業　

■
助
成
上
限
額　

20
万
円

（
一
部
事
業
は
10
万
円
）　

■申
６
月
15
日
○月
ま

で
山
形
県
国
際
交
流
協
会
☎
０
２
３
‐
６
４

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡 

貸
館
の
受
付

▼
８
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等
利

用　

■日
５
月
１
日
○金
か
ら　

▼
９
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等
利

用　

■日
６
月
１
日
○月
か
ら

▼
10
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等
利

用　

■日
７
月
１
日
○水
か
ら

▼
11
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
５
月
大

ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付（
利
用
調

整
会
議
）…
４
月
15
日
○水　

通
常
受
付
…
５

月
１
日
○金
か
ら　

▼
12
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
６
月
大

ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付（
利
用
調

整
会
議
）…
５
月
15
日
○金　

通
常
受
付
…
６

月
１
日
○月
か
ら

▼
来
年
１
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
７

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付（
利

用
調
整
会
議
）…
６
月
15
日
○月　

通
常
受
付

…
７
月
１
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■対
先
行
受
付
…

市
内
団
体
等
が
行
う
芸
術

文
化
事
業
等　

■問
同
館
☎

24
‐
５
１
８
８　

■他
先
行

受
付
は
利
用
調
整
会
議

（
■時
午
後
６
時
30
分　

■場

同
館
）
の
出
席
が
必
要
。

通
常
受
付
は
先
着
順
。
空

き
状
況
は
HP

天
神
祭 

道
真
公
・
親
子
化
け
も
の 

募
集

▼
菅
原
道
真
公　

■日
５
月
25
日
○月　

■対
昭
和

ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

消
防
設
備
士
試
験

■日
５
月
23
日
○土
午
前　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ

ン
グ
（
山
形
市
）　

■内
甲
種
、
乙
種
（
と
も

に
全
類
）　

■申
電
子
…
４
月
３
日
○金
～
13
日

○月　

書
面
…
６
日
○月
～
16
日
○木　

■問
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐

６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
HP
。
願
書
等
は
消

防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

危
険
物
取
扱
者
試
験

■日
６
月
20
日
○土
午
前　

■場
鶴
岡
工
業
高
校

■内
甲
種
、
乙
種
（
全
類
）、
丙
種　

■申
電
子

…
４
月
24
日
○金
～
５
月
８
日
○金　

書
面
…
４

月
27
日
○月
～
５
月
11
日
○月　

■問
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３

１
‐
０
７
６
１　

■他
HP
。
願
書
は
消
防
本
部
、

消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

鶴
岡
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル 

無
料
ギ
タ
ー
体
験
レ
ッ
ス
ン

■時
午
後
７
時　

■場
大
西
町　

■申
HP
。
ギ
タ
ー

の
貸
出
し
あ
り

募
集

地
球
環
境
に
優
し
い
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン 

ゴ
ー
ヤ
・
朝
顔
の
種
と
栽
培
用
ネ
ッ
ト
無
料
配
布

■日
４
月
13
日
○月
～
17
日
○金
午
前
9
時
～
午
後

４
時　

■場
市
役
所
本
所
環
境
課　

■対
市
民
・

市
内
事
業
所
各
日
20
件　

■内
種
約
20
粒
（
ゴ

ー
ヤ
・
朝
顔
計
２
０
０
袋
）
と
栽
培
用
ネ
ッ

ト
（
約
3
ｍ
四
方
の
廃
ネ
ッ
ト
〈
約
１
０
０

枚
〉）　

■申
４
月
１
日
○水
～
10
日
○金
に
同
課
内

「
環
境
つ
る
お

か
推
進
協
議

会
」
事
務
局
☎

内
線
７
１
９
へ　

■他
栽
培
用
ネ
ッ

ト
を
希
望
す
る

方
は
マ
イ
バ
ッ

グ
を
ご
持
参
く

だ
さ
い県

営
住
宅
４
月
募
集

■
入
居
時
期　

６
月
上
旬　

■
募
集
住
宅

美
原
１
号
、
東
部
１
号
、
茅
原
２
号
（
Ｂ
）・

（
Ｃ
）、
城
南
１
号
（
Ｂ
）、
末
広
１
号
（
Ｂ
）・

（
Ｃ
）、
末
広
２
号
（
Ｂ
）・（
Ｃ
）
…
各
１
戸　

茅
原
１
号
…
３
戸　

■申
４
月
２
日
○木
～
８
日

○水
に
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎

66
‐
３
２
１
０
へ　

■他
抽
せ
ん
会
は
４
月
15

日
○水お

ぃ
や
さ
祭
り 

参
加
団
体
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

８
月
16
日
○日
に
開
催
予
定
の
お
ぃ
や
さ
祭

り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時
４
月
25
日
○土
午
後
６
時
30
分　

■場
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■申
同
ま
つ
り
実
行
委
員

会　

■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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ス
等　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
と
乳
房
手
術

後
補
整
下
着
の
合
同
相
談
会

■日
４
月
23
日
○木
午
後
１
時
～
３
時　

■場
日
本

海
総
合
病
院
（
酒
田
市
）　

■対
が
ん
治
療
中

で
脱
毛
が
心
配
な
方
、
乳
房
手
術
後
の
方

■問
同
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３

４
‐
26
‐
５
２
８
２

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

■日
４
月
30
日
○木
午
後
２
時
～
４
時　

■場
市
役

所
本
所　

■内
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
建

設
業
等
各
種
許
可
申
請　

■問
同
会
鶴
岡
支
部

（
佐
藤
）
☎
33
‐
８
８
６
８

借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
窓
口

■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分　

■
相
談
電
話　

☎
０
２
３
‐
６
４

１
‐
５
２
０
１　

■問
山
形
財
務
事
務
所
☎
０

２
３
‐
６
４
１
‐
５
１
７
８

い
じ
め
な
ど
に
関
す
る 

相
談
窓
口

　

い
じ
め
を
は
じ
め
、
学
校
生
活
で
の
悩
み

や
相
談
ご
と
が
あ
っ
た
ら
１
人
で
悩
ん
だ
り

我
慢
し
た
り
し
な
い
で
、
気
兼
ね
な
く
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
文
部
科
学
省
「
24
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ

ヤ
ル
」
☎
０
１
２
０
‐
０
‐
７
８
３
１
０

（
24
時
間
受
付
）

▽
山
形
県
教
育
委
員
会
教
育
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

１
０
５
０

相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談 

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■日
４
月
３
日
・
10
日
・

17
日
・
24
日
、
５
月
１

日
・
８
日
・
15
日
・
22

日
・
29
日
の
金
曜
日
午

後
１
時
15
分
・
２
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
各
相
談
日
２
人　

■内
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

…
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、
気
分
が
沈
ん
で
元

気
が
出
な
い
等　

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談
…

社
会
参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出
な
い
等

■申
健
康
課
☎
内
線
３
６
４

土
地
家
屋
調
査
士
・
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

特
設
登
記
相
談
会

■日
４
月
16
日
○木
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■場

市
役
所
本
所　

■内
登
記
一
般
、
境
界
問
題
等　

■問
土
地
家
屋
調
査
士
会
（
齋
藤
）
☎
22
‐
３

８
３
１専

門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決 

毎
月
第
４
水
曜
日
は
住
宅
相
談
会

■日
①
４
月
22
日
○水　

②
５
月

27
日
○水　

■時
午
前
10
時
～
11

時　

■場
①
市
役
所
本
所
４
階

ロ
ビ
ー　

②
市
役
所
本
所
別

棟
２
号
館
21
号
会
議
室　

■内

新
築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、
高
齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ

在
中
は
全
泊
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

中
央
公
民
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

参
加
団
体
・
個
人
の
募
集

　

同
館
談
話
室
を
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
、

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
（
白
布
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
代
は
実
費
。
作
品
の
販
売
は
禁
止
）。　

■
展
示
期
間　

７
日
以
内　

■申
同
館
☎
25
‐

７
‐
２
５
６
０
へ

出
羽
庄
内
国
際
村 

コ
ロ
ラ
ド
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

■日
７
月
25
日
○土
～
８
月
5
日
○水　

■場
ア
メ
リ

カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
市　

■定
８
人

■費
40
万
円　

■申
５
月
3
日
○日
ま
で
同
館
☎
25

‐
３
６
０
０
へ　

■他
４
人
以
上
で
催
行
。
滞

松ヶ岡開墾場の開館時間・入館料等が変わります
■問社会教育課（櫛󠄁引庁舎）☎57‐4868

■場内施設の開館時間・休館日

　※１　祝日の場合は翌平日。
　※２　12月29日～１月 3 日。

＊臨時に変更となる場合があります。

～令和元年度 令和２年度～

開館時間 午前９時30分～午後４時30分 午前９時～午後４時

休館日 月曜日、年末年始 水曜日（※１）、年末年始（※２）

　※３　20人以上の団体の場合は１人250円。

■１番蚕室（開墾記念館）入館料

～令和元年度 令和２年度～

大人 450円
300円（※３）

学生（高校生以上） 350円

小・中学生 150円 無料

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備

士
免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

　

同
免
状
に
貼
り
付
け
る
写
真
は
、
撮
影
さ

れ
て
か
ら
10
年
以
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
交
付
後
10
年
を

経
過
す
る
免
状
を
お
持
ち
の
方
は
書
換
え
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎

０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１

冬
期
間
休
館
し
て
い
た
水
道

資
料
館
が
開
館
し
ま
す

　

ビ
デ
オ
や
パ
ネ
ル
展
示
で
水
道
事
業
の
歴

史
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

■日
４
月
１
日
○水
～
11
月
30
日
○月
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐

７
７
３
１

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

館
内
設
備
点
検
の
た
め
、
４
月
９
日
○木
は

休
館
し
ま
す
。

■問
同
館
☎
24
‐
５
１
８
８

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
開
館
の
お
知
ら
せ

　

４
月
29
日
○水
～
５
月
６

日
○水
は
休
ま
ず
開
館
し
ま

す
。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
同

館
☎
29
‐
１
８
８
０　

旧

致
道
館
・
大
宝
館
…
社
会

教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
８

　

自
転
車
保
険
は
、
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
や
個
人
賠

償
責
任
保
険
な
ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
自
転
車
安
全
整
備
店
・
損
害
保

険
代
理
店
・
保
険
会
社
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問
山
形
県
消
費
生
活
・
地
域
安
全
課
☎
０
２

３
‐
６
３
0
‐
２
６
８
２

協
会
け
ん
ぽ
山
形
支
部 

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　

令
和
２
年
３
月
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
の

保
険
料
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
健
康
保
険
料
率　

10
・
０
５
％
（
従
前
の

保
険
料
率
は
10
・
０
３
％
）

▼
介
護
保
険
料
率　

１
・
７
９
％
（
従
前
の

保
険
料
率
は
１
・
７
３
％
）

■問
全
国
健
康
保
険
協
会
山
形
支
部
☎
０
２
３

‐
６
２
９
‐
７
２
２
６

■日
４
月
４
日
○土
午
前
10
時
（
な
く
な
り
次
第

終
了
）　

■場
ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や　

■

価
格　

１
袋
（
30
ℓ
入
り
）
２
０
０
円　

■

販
売
数　

５
０
０
袋
（
１
人
５
袋
ま
で
）　

■問
藤
島
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
64
‐
５
８
０
９

７
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
ま
す 

自
転
車
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

　

近
年
、
全
国
的
に

自
転
車
側
が
加
害
者

と
な
る
事
故
が
発
生

し
て
お
り
、
高
額
な

賠
償
を
命
じ
ら
れ
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
山
形
県
で
は
、
令
和
元

年
12
月
に
自
転
車
条
例
が
制
定
さ
れ
、
２
年

７
月
か
ら
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
。

☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
８
１
８
１
（
月
曜
～

金
曜
日
…
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
30
分
）　

▽
山
形
県
教
育
委
員
会
「
24
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
８
３

８
３
（
24
時
間
受
付
）　

▽
本
市
の
相
談
窓
口
は
本
号
27
ペ
ー
ジ
参
照
。

市
HPそ

の
他

堆
肥
ま
つ
り

　

藤
島
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
製
造
し
て
い
る
良

質
堆
肥
を
特
別
価
格
で
販
売
し
ま
す
。

酒田日和山桜まつり

▼酒田日和山桜まつり　■日４月10日○金 ～19日○日 午後
６時30分～９時　■問酒田市交流観光課☎0234‐26‐
5759

▼舞鶴公園桜まつり　■日４月10日○金 ～５月６日○水 午後
６時30分～９時30分　■問酒田市八幡総合支所建設産
業課☎0234‐64‐3115

▼共通　■内開花した桜のライトアップ、ぼんぼり点灯

中川河川公園桜まつり2020

■日４月10日○金 午前11時～正午　■場中山河川公園（雨
天時は中山公民館）　■内ぼんぼり点灯、鯉のぼり川渡
し、甘酒・桜餅の振る舞い（先着順）　■問遊佐町企画
課観光物産係☎0234‐72‐5886

楯山公園桜まつり

■日４月18日○土 ・19日○日 午前11時～午後４時　■内にし
ん・豚のあぶり焼き販売、売店、スタンプラリー等　
■費前売り券1,100円（にしんまたは豚のあぶり焼き、
カップ酒、抽せん券、買い物券）　■前売り券取扱い　
クラッセ、コアアルザ、庄内町商工会立川支所　■問庄
内町観光協会☎0234‐42‐2922　　

未来に伝える山形の宝 
蕨岡修験道ウォーク2020

■日４月19日○日 午前９時　■場蕨岡まちづくりセンター
前広場集合　■定先着200人　■費300円　■申４月10日
○金 まで同センター☎0234‐72‐2231へ

●庄内町

●遊佐町

●遊佐町

●酒田市

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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2020年度自主事業 ○問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

陸 上 自 衛 隊 中 央 音 楽 隊
鶴 岡 公 演

全席指定 

入場無料（要入場券）

演奏曲：フェスティバル・ヴァリエーション
　　　　／Ｃ．Ｔ．スミス
　　　　東京オリンピックマーチ
　　　　／古関裕而　　　　　　ほか

５月 23 日（土） 昼公演　午後１時開演
夜公演　午後５時開演

荘銀タクト鶴岡 大ホール
※入場券配布は１人につき２枚まで。
※座席の指定はできません。
※ 車椅子での鑑賞を希望する方は、配

布の際にお申し出ください。
※未就学児は入場不可。

●方法
　荘銀タクト鶴岡で先着順

●日時
　４月29日（水）午前９時から

入場券配布

※当日券は500円増し。　�※未就学児は入場不可。
※車椅子席は荘銀タクト鶴岡でのみ販売。
※チケット購入後のキャンセル・変更はできません。

全席指定 6,700 円（税込み）

８月 22 日（土） start 18:00　
荘銀タクト鶴岡 大ホール

工 藤 静 香
Acoustic Live Tour 2020
POP IN 私とピアノ

市民先行エントリー（座席の指定不可）
●受付期間　４月１日（水）午前10時
　　　　　　　～８日（水）午後７時
　※ 申込み多数の場合は抽せん。当落結果はメールで

お知らせします。
　※インターネット環境がない方は要問合せ。
●受付方法　荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ
●購入可能枚数　１人４枚まで
● チケット引換え　４月12日（日）～20日（月）に同

館へ（クレジットカード不可）

一般販売（座席の指定不可）
●販売開始　４月25日（土）午前10時から先着順
●販売方法　荘銀タクト鶴岡ホームページほか
●購入可能枚数　１人４枚まで
● チケット引換え　購入確定から２週間以内に同館へ
（クレジットカード不可）

　※ 希望者には代金引換で郵送（手数料600円はお客
様負担）。

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへお
問い合わせください。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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セミナーの様子（２月６日／出羽商工会温海支所）

137

今あるものを磨き上げて

温泉家、スプリングラボ合同会社CEO。根っからの温泉好き
で、国内外の温泉を巡り年間入湯数は300以上。日本温泉気候
物理医学会、日本温泉科学会等に所属。温泉入浴指導員、温泉
マイスターなど多数の温泉関連資格を有する。その知識と経験
を生かし、女性目線で温浴施設の監修や自治体のサポートを行
っている。あつみ観光協会主催のセミナー「温泉ソムリエがみ
た あつみ温泉」の講師として来鶴。山口県出身。

北
き た で

出 恭
き ょ う こ

子 さん

　温泉業界をより良くしていく。そういう意味を込
めて温泉家と名のっています。なぜそんなに温泉に
入るのかと聞かれると「そこに温泉があるから」と
言うしかありません。温泉への探求心が抑えられな
いんですね。海外の温泉地にも行くのは、有益な事
例を持ち帰りたいから。世界から学ぶことはたくさ
んあると思うんです。忙しくてなかなか海外までは
行くことができない温泉地の方に、何か少しでもヒ
ントになればと思い紹介しています。また仕事柄、
旅館業の方や温泉関係の学会の先生、自治体の方な
どとの関わりが深いので、連携の橋渡し役を担うこ
ともあります。私の知識やノウハウが温泉業界の盛
り上がりの役に立つのなら温泉家冥利に尽きますね。
　あつみ温泉を訪れるのは２回目で、初めて訪れた

のは国民保養温泉地に指定されたす
ぐ後でした。生態系を守りつつ河川
がきれいに整備されていて、足湯が

あって、ベンチが多いのがとても良いと思いました。
海外と比べると日本はベンチが少ないですが、ここ
は休憩できる所が多く、そぞろ歩きする際に喜ばれ
そうだと感じました。それに、有名な温泉地でも山・
川・海が近くにそろっている所はあまりないのでと
ても貴重です。また、温泉地の規模に対して湯量が
潤沢。保湿・保温に優れた新鮮な温泉を使っている
のも強みだと思います。あつみ温泉の方にとっては、
温泉は当たり前にあるものだと思いますが、特徴や
魅力を具体的にお客さんに説明できると、もっと満
足度が上がりリピーターが増えると思います。
　温泉地の未来のためには、資源を利活用しながら
もきちんと保護して次世代へつないでいくことが大
切です。その上で、人を呼び込むためのアイデアを
出しながら、今あるものを磨き上げていってほしい
ですね。次に訪れたとき、より魅力的になっている
ことを楽しみにしています。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316
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献血　4/4 ～ 5/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線361

月　日 受付時間 会　場
４ ．４○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　〃 13：30 ～ 16：00 　　　   〃

９○木 ９：30 ～ 11：00 山形トヨペット㈱鶴岡店
11○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ

〃 13：30 ～ 16：00 　　　   〃
22○水 ９：00 ～ 11：30 消防本部
24○金 ９：30 ～ 11：30 市役所本所

〃 13：00 ～ 15：30 　   〃
５ ．３○日 10：00 ～ 12：00 エスモール
　〃 13：30 ～ 16：00 　   〃

今月の各種相談窓口開設日　4/4 ～ 5/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 14日○火 14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 24日○金 13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 21日○火 13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

朝日庁舎総務企画課☎内線307 21日○火 13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 23日○木 13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 ※詳細は本号23ページへ。

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 24日○金 13：30～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土   9：30～16：00（要予約）・同事務所

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678

　
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ② 13：00 ～ 15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐028‐234

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 ら し に 関 す る 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

　　　 受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、受診の前に、必ず電話でご連絡ください！
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（令和２年２月29日現在）
　住民基本台帳人口合計：125,275人
　　 （男：59,950人、女：65,325人）
　世帯数：48,979世帯
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　市内の設計者や施工業者、林業団体などで構成す
る「つるおか住宅活性化ネットワーク」では、地元
産木材を積極的に使い、鶴岡の気候風土を知り尽く
した設計・施工業者が造る「つるおか住宅」の普及
を推進しています。
　結婚・子育て・移住定住する若者世帯には助成制
度もありますので、ぜひご活用ください。

豊富な建築実例などを掲
載した冊子を無料配布中

【問合せ】本所建築課内「つるおか住宅活性化ネットワーク」事務局☎25‐2111内線484
建築事例やイベント情報はホームページをご覧ください　https://www.tsuruie.net

気候風土と調和する住宅を提案 見えないところにひと手間かける仕事

上野 裕太 さん渡部 芳幸 さん
建築士

　家づくりは地域性が重要で、東
京や北海道の家をそのまま持って
きても、鶴岡の気候風土に合う良
い家は建ちません。
　私たち地元の建築士は、地域の
違いを熟知して、規格的住宅では
物足りない方やこだわりがある方
の家づくりにもお応えしています。
　この地域に多い多世代同居住宅
にも適していると思います。

大工職人

　経験を積んだ職人は、長い年月
で家にゆがみが出ないよう、同じ
木でも反り加減などを見て、どの
方向で使うか調整します。
　木を使う仕事は、やればやるだ
け上手になるので、見えないとこ
ろも楽をせず、ひと手間を惜しみ
ません。小さな積み重ねが、リ
フォームなどが必要な時に対応で
きる技術にもつながっています。

　　　　地域に合った「つるおかの木」の使用
　　　　私たちを災害から守り、自然の恵みをもたら
す鶴岡の森。厳しい気候に耐えて育った強い木は、家
が建った後も長い間、住まいを快適に守ってくれます。

Point1

　　　　適正価格の家づくり
　　　　地域に根ざして活動する地元業者は、広告費
や営業費に多額の費用を掛けていないため、コストを
抑えた価格設定が可能です。

Point3

　　　　補助金での優遇措置
　　　　建築費用を抑えられる補助金を受けられます。
※ 令和元年度実績の最高額は40万円です。令和 2 年

度の詳細についてはお問い合わせください。

Point4

　　　　職人の「こだわり」の仕事
　　　　職人が培ってきた技能や手仕事には大量生産
の工業製品にはない美しさ、味わいがあります。また、
高度な技能が必要な増改築などにも対応できます。

Point2

結婚・子育て・移住定住する若者世帯の住宅新築を支援！

鶴岡産木材と地元職人で造る「つるおか住宅」


